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7 月 29 日、「 わ っ し ょ い！ わ っ
しょい！」神輿を担いだ、子ども
たちの元気なかけ声が暑さを吹き
飛ばしていました。

（松山神社六月灯のパレード）
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花
火
会
場
に
は
夕
方
６
時
か
ら
地
元
の

飲
食
店
に
よ
る
屋
台
村
も
現
わ
れ
、
地
元

の
食
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
用
し
た
料
理
に

行
列
が
で
き
ま
し
た
。

　

舞
台
で
は
ア
マ
チ
ュ
ア
バ
ン
ド
や
ハ
ン

ヤ
よ
さ
こ
い
、
太
鼓
の
競
演
に
観
客
は
酔

い
し
れ
ま
し
た
。

　

日
も
暮
れ
、
集
ま
っ
た
大
勢
の
観
客
が

楽
し
み
に
し
て
い
る
花
火
大
会
で
は
１
万

発
の
花
火
が
志
布
志
の
夜
空
を
彩
り
ま
し

た
。

　

志
布
志
港
周
辺
で
は
歓
声
を
あ
げ
な
が

ら
、
シ
ー
ト
の
上
で
家
族
連
れ
が
花
火
を

楽
し
ん
だ
り
、
ビ
ー
ル
を
手
に
友
達
と
楽

し
く
す
ご
し
て
い
る
姿
が
あ
ち
こ
ち
で
見

ら
れ
ま
し
た
。

　

み
な
と
ま
つ
り
で
は
、
多
く
の
市
民
が

夏
の
一
日
を
楽
し
み
ま
し
た
。

晴
天
の
下
志
布
志
み
な
と
ま
つ
り
開
催

　

７
月
16
日
・
17
日
、
志
布
志
港
旅
客
船

埠
頭
を
中
心
に
志
布
志
み
な
と
ま
つ
り
が

行
わ
れ
、
２
日
間
で
約
10
万
人
が
各
会
場

を
訪
れ
ま
し
た
。

　

16
日
は
、
午
前
９
時
か
ら
志
布
志
港
本

港
地
区
桟
橋
で
ヨ
ッ
ト
体
験
航
海
が
行
わ

れ
約
60
人
の
家
族
連
れ
な
ど
で
に
ぎ
わ
い

ま
し
た
。

　

ま
た
、
さ
ん
ふ
ら
わ
ぁ
志
布
志
湾
体
験

ク
ル
ー
ズ
は
１
０
０
０
人
を
超
え
る
人
が

乗
船
し
志
布
志
湾
の
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
を
楽

し
み
ま
し
た
。

　

ア
ピ
ア
前
道
路
で
は
ハ
ン
ヤ
よ
さ
こ
い

が
行
わ
れ
11
団
体
、
３
２
０
人
が
炎
天
下

で
暑
さ
を
吹
き
飛
ば
す
踊
り
を
繰
り
広
げ

て
い
ま
し
た
。
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ひ
ま
わ
り
の
観
賞
会
で
に
ぎ
わ
い

　

７
月
８
日
、
野
神
校
区
森
林
組
合
近
く

の
ひ
ま
わ
り
畑
で
約
３
万
本
の
ひ
ま
わ
り

が
満
開
を
む
か
え
、
多
く
の
市
民
が
ひ
ま

わ
り
の
観
賞
に
訪
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
ひ
ま
わ
り
ま
つ
り
の
開
催
が
予

定
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
７
月
５
日
の
水

害
に
よ
る
被
害
が
大
き
く
、
断
水
の
続
い

て
い
る
地
域
も
あ
る
た
め
に
中
止
と
な
り

ま
し
た
。

　

し
か
し
、
満
開
の
ひ
ま
わ
り
を
見
た
い

と
い
う
声
も
多
く
、
会
場
を
開
放
し
た
と

こ
ろ
２
０
０
人
を
超
え
る
市
民
が
訪
れ
、

記
念
写
真
を
撮
っ
た
り
、
ひ
ま
わ
り
迷
路

の
散
歩
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
志
布
志
市
ガ
イ
ド
ひ
ま
わ
り
っ

子
が
会
場
の
案
内
を
行
い
ま
し
た
。

世
界
に
羽
ば
た
け
子
ど
も
た
ち
！

　

７
月
21
日
、
志
布
志
支
所
会
議
室
で
志

布
志
市
青
少
年
研
修
（
海
外
研
修
）
出
発

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
、
研
修
に
参
加
す
る
の
は
市
内
在

住
の
21
人
の
青
少
年
で
、
シ
ア
ト
ル
市
、

ト
レ
ー
シ
ー
市
、
中
国
で
そ
れ
ぞ
れ
研
修

を
行
い
ま
す
。

　

７
月
22
日
か
ら
26
日
ま
で
の
４
泊
５
日

の
日
程
で
、
小
・
中
学
生
５
人
が
中
国
の

上
海
市
、
寧に
ん
ぽ
う波

市
を
中
心
に
研
修
を
行
い

ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
こ
れ
か
ら
の
志
布
志
市
を
担

う
青
少
年
を
、
近
年
目
覚
ま
し
い
経
済
成

長
を
続
け
て
い
る
『
中
国
』
に
派
遣
し
、

中
国
の
歴
史
や
文
化
・
志
布
志
市
と
の
関

わ
り
を
学
び
、
異
年
齢
集
団
活
動
等
を
通

し
て
、
社
会
感
覚
の
醸
成
と
心
豊
か
で
た

畑
か
ん
施
設
を
見
学
し
ま
し
た

　

７
月
12
日
、
森
山
小
学
校
の
３
年
生
か

ら
６
年
生
の
児
童
16
人
が
、
大
隅
耕
地
事

務
所
や
曽
於
東
部
土
地
改
良
区
の
主
催

で
、
曽
於
地
域
の
畑
地
か
ん
が
い
に
つ
い

て
施
設
見
学
を
行
い
ま
し
た
。

　

出
発
前
に
耕
地
事
務
所
の
職
員
に
よ
り

日
本
の
食
料
自
給
率
や
畑
地
か
ん
が
い
事

業
の
概
要
、
効
果
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

　

施
設
見
学
で
は
曽
於
市
末
吉
町
の
中
岳

ダ
ム
な
ど
を
訪
れ
、
畑
地
か
ん
が
い
の
重

要
性
に
つ
い
て
学
習
し
ま
し
た
。

　

ダ
ム
な
ど
の
基
幹
施
設
見
学
後
は
、
小

学
校
近
く
の
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
や
さ
つ
ま

い
も
畑
で
の
散
水
の
様
子
を
見
学
し
、
水

が
遠
く
の
ダ
ム
か
ら
畑
ま
で
通
っ
て
く
る

こ
と
に
子
ど
も
た
ち
は
驚
い
て
い
ま
し
た
。

新
し
い
農
家
が
誕
生
し
ま
し
た

　

７
月
11
日
、
ボ
ル
ベ
リ
ア
ダ
グ
リ
で
平

成
17
年
度
志
布
志
町
農
業
公
社
（
本
年
度

合
併
予
定
）
研
修
生
終
了
式
が
行
わ
れ
、

９
期
生
の
４
人
が
修
了
証
書
を
手
に
し
農

家
と
し
て
の
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

　

志
布
志
町
農
業
公
社
で
は
、
地
域
の
重

点
野
菜
で
あ
る
「
施
設
ピ
ー
マ
ン
」
を
対

象
に
、
農
業
の
経
営
手
法
や
技
術
等
の
実

践
研
修
を
２
年
間
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
10
期
生
４
人
と
11
期
生
２
人
が
研

修
中
で
、
公
社
を
終
了
し
た
就
農
者
は
、

こ
れ
ま
で
24
戸
で
46
人
の
方
が
ピ
ー
マ
ン

栽
培
に
情
熱
を
注
い
で
い
ま
す
。

　

修
了
生
を
代
表
し
て
坂
口
茂
久
さ
ん
が

「
研
修
中
に
台
風
や
積
雪
な
ど
を
体
験
で

き
ま
し
た
。
そ
の
と
き
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生

か
し
て
こ
れ
か
ら
も
頑
張
り
ま
す
」
と
話

さ
れ
ま
し
た
。

地
域
子
ど
も
教
室
事
業
を
開
催

　

地
域
子
ど
も
教
室
事
業
は
文
部
科
学
省

が
緊
急
３
か
年
（
平
成
16
～
18
年
）
事
業

と
し
て
推
進
す
る
地
域
教
育
力
再
生
プ
ラ

ン
委
託
事
業
の
一
環
で
行
わ
れ
て
お
り
、

志
布
志
市
で
は
有
明
地
区
の
７
つ
の
小
学

校
を
対
象
と
し
て
週
２
回
開
催
さ
れ
て
い

ま
す
。各
教
室
に
安
全
管
理
員
を
配
置
し
、

各
小
学
校
の
図
書
室
を
、
放
課
後
子
ど
も

た
ち
の
安
全
で
安
心
な
活
動
拠
点
（
居
場

所
）
と
し
て
開
放
し
、
折
り
紙
、
読
み
聞

か
せ
等
の
文
化
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

３
年
目
の
今
年
は
、
鹿
児
島
弁
の
カ
ル

タ
や
有
明
の
方
言
、
パ
ズ
ル
、
紙
芝
居
、

読
み
聞
か
せ
、
折
り
紙
、
工
作
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
教
室
に
参
加
し
て

い
る
子
ど
も
た
ち
は
充
実
し
た
時
間
が
過

ご
せ
、
同
じ
学
校
の
お
兄
さ
ん
や
お
姉
さ

ん
の
友
達
が
増
え
、
教
室
の
行
わ
れ
る
日

を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

共
同
募
金
チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ
大
会

　

７
月
１
日
、
第
６
回
共
同
募
金
チ
ャ
リ

テ
ィ
ゴ
ル
フ
大
会
が
大
隅
カ
ン
ト
リ
ー
ク

ラ
ブ
で
開
催
さ
れ
１
６
０
人
の
参
加
が
あ

り
、
ゴ
ル
フ
の
腕
を
競
い
な
が
ら
多
く
の

募
金
を
行
い
ま
し
た
。

　

昨
年
ま
で
有
明
町
社
会
福
祉
協
議
会
で

開
催
さ
れ
て
い
た
も
の
で
、
志
布
志
市
社

会
福
祉
協
議
会
で
も
引
き
続
き
開
催
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

青
空
の
下
で
行
わ
れ
た
大
会
で
、
参
加

者
か
ら
は
18
万
１
３
９
１
円
の
募
金
が
集

ま
り
ま
し
た
。

　

優
勝
は
、
団
体
の
部
が
市
役
所
松
山
支

所
Ａ
で
個
人
の
部
が
和
田
猛
さ
ん
、
グ
ロ

ス
優
勝
は
谷
伸
男
さ
ん
で
し
た
。

　

暑
い
中
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
あ
ふ

れ
る
参
加
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

く
ま
し
い
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
を
養
成
す
る

こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
い
ま
す
。

　

研
修
中
、
大
慈
寺
と
縁
の
あ
る
寧
波
市

天
童
寺
を
見
学
し
、
研
修
生
た
ち
は
自
分

た
ち
志
布
志
市
の
祖
先
が
、
約
７
百
年
前

に
こ
の
地
ま
で
学
び
に
来
た
こ
と
を
知

り
、
改
め
て
郷
土
の
先
人
に
対
し
て
敬
意

の
念
を
抱
い
た
よ
う
で
し
た
。

　

研
修
生
の
松
山
中
３
年
の
天
野
香
奈
さ

ん
は
、「
研
修
で
の
見
学
や
体
験
を
通
し

て
、
中
国
の
文
化
や
人
々
な
ど
に
触
れ
合

う
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
家
を
離
れ
、

家
族
の
あ
り
が
た
さ
も
感
じ
た
。
こ
の
研

修
で
学
ん
だ
こ
と
を
、
こ
れ
か
ら
の
生
活

に
生
か
し
、
さ
ら
に
周
り
の
人
た
ち
に
も

伝
え
て
い
き
た
い
」
と
、
反
省
と
今
後
に

向
け
て
の
決
意
を
語
り
ま
し
た
。

　

５
名
の
研
修
生
が
、
今
後
、
本
研
修
で

の
経
験
を
生
か
し
、
学
校
や
地
域
で
の
活

動
の
中
で
、
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
さ
れ

る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

出発式で研修生代表の挨拶をする志布志小５年の橋口尭士君

中国研修を行った 5人の小・中学生

頑
張
れ
わ
ん
ぱ
く
相
撲

　

６
月
４
日
に
開
催
さ
れ
た
「
第
22
回
わ

ん
ぱ
く
相
撲
全
国
大
会
予
選
」
で
市
内
の

菅
間
勇
介
君
（
伊
﨑
田
小
６
年
写
真
右
）、

池
平
大
希
君
（
志
布
志
小
５
年
写
真
中

央
）、
萩
迫
将
太
君
（
伊
﨑
田
小
４
年
写

真
左
）
の
３
人
の
選
手
が
優
勝
し
、
７
月

30
日
に
両
国
国
技
館
で
開
催
さ
れ
た
全
国

大
会
（
日
本
相
撲
協
会
・
日
本
青
年
会
議

所
共
催
）
に
出
場
し
ま
し
た
。

　

大
会
に
向
け
て
３
人
は
、
伊
﨑
田
の
道

場
な
ど
で
連
日
厳
し
い
稽
古
を
行
い
ま
し

た
。

　

全
国
大
会
で
は
、
菅
間
選
手
が
５
回
戦

ま
で
勝
ち
進
み
ベ
ス
ト
32
に
入
る
な
ど
の

活
躍
を
み
せ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
活
躍

に
期
待
し
ま
す
。
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子どもたちは畑地かんがいについて学習しました

市長から一人ひとりに修了証書が手渡されました

ひまわりっ子による志布志市の紹介は好評でした

子どもたちは充実した時間を過ごしています（伊﨑田小）ゴルフの腕とボランティアの腕を競いました

連日の稽古の成果を発揮しました
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小松の里でボランティア

　7 月 8 日、特別養護老人ホーム小
松の里で、有明地区の建設業者 6 社
による園庭の除草等のボランティア
活動が行われました。
　ボランティアに参加した 24 人は
慣れた手つきで垣根や芝生の手入れ
を行っていました。
　同園の渡定園長は「園庭の手入れ
などは、なかなか職員では手も届か
ないので大変助かります」と話して
いました。暑い中のボランティア活
動お疲れ様でした。

消
防
団
操
法
大
会
を
開
催

　

市
消
防
団
操
法
大
会
が
市
内
３
会
場
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。（
７
月
16
日
有
明
方

面
隊
、
23
日
志
布
志
方
面
隊
、
26
日
松
山

方
面
隊
）
ポ
ン
プ
操
法
競
技
は
、
消
火
技

術
の
向
上
、
団
員
の
士
気
と
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
を
養
う
た
め
隔
年
で
行
わ
れ
ま
す
。

　

大
会
に
は
、
小
型
ポ
ン
プ
の
部
に
17

チ
ー
ム
、
ポ
ン
プ
車
の
部
に
８
チ
ー
ム
が

出
場
し
、
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
競
い
ま

し
た
。
各
方
面
隊
の
優
勝
チ
ー
ム
は
８
月

20
日
曽
於
市
大
隅
町
で
開
催
さ
れ
る
曽
於

支
部
大
会
に
出
場
し
ま
す
。
頑
張
っ
て
く

だ
さ
い
。

　

な
お
優
勝
は
次
の
と
お
り
で
す
。

松
山
方
面
隊

小
型
ポ
ン
プ
の
部
：
尾
野
見
分
団
一
部

ポ
ン
プ
車
の
部
：
新
橋
分
団
一
部

志
布
志
方
面
隊

小
型
ポ
ン
プ
の
部
：
潤
ケ
野
分
団

ポ
ン
プ
車
の
部
：
安
楽
分
団

有
明
方
面
隊

小
型
ポ
ン
プ
の
部
：
第
二
分
団

ポ
ン
プ
車
の
部
優
勝
：
第
三
分
団

　

住
民
自
ら
が
ま
ち
づ
く
り
の
計
画
段
階

か
ら
市
政
に
参
加
で
き
る
体
制
を
整
え
、

住
民
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
た
住
民
参
画

の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
を
図
り
、
も
っ
て

市
の
振
興
及
び
市
内
各
地
域
の
均
衡
あ
る

発
展
に
資
す
る
た
め
、
志
布
志
市
ま
ち
づ

く
り
委
員
会
が
発
足
し
ま
し
た
。

　

７
月
10
日
に
１
回
目
の
会
議
が
開
催
さ

れ
、
本
田
修
一
市
長
か
ら
委
員
に
委
嘱
状

が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

委
員
会
は
、
公
募
委
員
２
人
を
含
む
３

地
域
か
ら
10
人
ず
つ
の
30
人
で
構
成
し
、

互
選
に
よ
り
志
布
志
地
区
の
吉
松
弘
文
さ

ん
が
会
長
に
、
松
山
地
区
の
福
留
勉
さ
ん

と
有
明
地
区
の
橋
口
節
子
さ
ん
が
副
会
長

に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
、
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
は
、
市
の

基
本
計
画
な
ど
各
種
ま
ち
づ
く
り
計
画
に

つ
い
て
調
査
、
協
議
し
、
市
長
に
報
告
し

て
い
き
ま
す
。
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おいしいいちごを作ります

　7 月 6 日、松山町農業公社の研修
終了式が行われました。
　今回、研修を終了する丸野さんは
受入れ農家先の吉留睦雄さん宅でイ
チゴの栽培技術を身に付け、実習研
修において上位の成績を上げ研修終
了を迎えました。
　また、今村さん夫婦は、丸野さん
同様これから吉留さん宅での研修が
スタートします。
　２組とも「地域に馴染みながら、
イチゴ栽培をやっていきたい」と熱
く語っていました。

教
職
員
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
習

　

７
月
31
日
、
有
明
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
で
、
平
成
18
年
度
教
職
員
福
祉
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
講
座
が
開
催
さ
れ
市
内
か
ら
42

人
の
教
職
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

講
習
で
は
事
例
発
表
な
ど
の
講
義
の
ほ

か
に
障
害
者
疑
似
体
験
で
、
参
加
者
は
車

イ
ス
や
ア
イ
マ
ス
ク
（
視
覚
障
害
）、
装

具
装
着
（
高
齢
者
）
体
験
を
し
ま
し
た
。

　

今
回
講
習
を
受
け
た
森
山
小
の
二
宮
伊

佐
武
先
生
は
「
車
イ
ス
に
初
め
て
乗
り
ま

し
た
。
少
し
の
障
害
物
が
こ
ん
な
に
不
安

に
さ
せ
る
と
は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ

れ
か
ら
は
困
っ
た
人
を
見
た
ら
積
極
的
に

補
助
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
良
い
経
験

が
で
き
ま
し
た
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

心
の
こ
も
っ
た
本
の
贈
り
物

　
蓬
原
校
区
の
榎
添
利
光
さ
ん
が
自
身
の

執
筆
し
た
「
聴
い
て
ほ
し
い
こ
と
い
っ
ぱ

い
あ
る
」
と
題
し
た
本
を
市
内
の
小
中
学

校
に
寄
贈
し
ま
し
た
。
６
月
30
日
に
は
、

そ
の
記
念
に
市
長
室
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

榎
添
さ
ん
は
永
年
教
育
相
談
に
携
わ

り
、
様
々
な
子
ど
も
た
ち
の
相
談
で
得
た

経
験
を
元
に
記
録
を
綴
っ
た
も
の
が
、
丁

度
１
０
０
編
に
な
っ
た
の
を
記
念
し
て
出

版
し
た
も
の
で
す
。

　

本
の
中
に
は
子
ど
も
た
ち
の
悩
み
な
ど

が
書
い
て
あ
り
、
大
変
参
考
に
な
る
も
の

で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

硬
式
空
手
道
選
手
権
大
会
で
活
躍

　

７
月
９
日
、
鹿
児
島
ア
リ
ー
ナ
武
道
場

で
開
催
さ
れ
た
第
20
回
鹿
児
島
県
硬
式
空

手
道
選
手
権
大
会
で
、
２
５
０
人
を
超
え

る
選
手
が
参
加
す
る
中
、
市
内
か
ら
出
場

し
た
成
武
館
の
倉
岡
美
紀
さ
ん（
通
山
小
）

が
小
学
２
年
女
子
組
み
手
の
部
で
優
勝
す

る
な
ど
の
活
躍
を
み
せ
ま
し
た
。
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

自転車でインターハイに出場！

　8 月 1 日から 20 日にかけて近畿
府県で開催される全国高校総合体育
大会（インターハイ）に自転車競技
の部（ケイリン）で南大隅高校３年
の井手龍太さん（志布志町平城）が
出場します。龍太さんは、毎日自宅
から高校（南大隅町根占川北）まで
自転車で２時間かけて通学するなど
大変練習熱心です。インターハイで
の好成績を期待しています。

本の寄贈ありがとうございました

　志布志市まちづくり委員会委員
地域 氏　　名 地域 氏　　名 地域 氏　　名

松
　
　
　
山

新 村 瑞 夫

志
　
布
　
志

吉 松 弘 文

有
　
　
　
明

福 永 鐵 則
福別府 浩 宗 像 元 一 堀 口 泰 久
福 留 勉 橋 口 美 一 鉾 立 義 人
野村 広志 佐 藤 寛 宮 脇 茂 樹
津曲 勝治 島 津 陽 亮 大    口    章
大原比呂志 山 田 和 子 上 室 和 久
加世田數子 鶴 山 典 雄 橋 口 節 子
立 山 春 雄 吉 徳 伸 一 吉 岡 道 德
今 市 悦 子 濵 﨑 敏 子 宮 吉 涼 子
川 﨑 孝 三 晴 永 知 之 田 口 正 昭

県大会で活躍を見せた成武館の選手の皆さん

自転車通学でも体力を付けた井手選手

日赤講習では身近なもので応急手当等を学習しました

初めての車イス体験をする参加者これからも研鑽を行い頑張ってください

委員会では積極的な意見が飛び出しました

市長から一人ひとりに委嘱状が手渡されました

プロの手によりすっかりきれいに

尾野見分団一部

新橋分団一部

安楽分団

潤ケ野分団

有明第三分団

有明第二分団

住
民
参
画
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

ま
ち
づ
く
り
委
員
会
が
発
足



自治会研修でふるさと再発見

　7 月 1 日、2 日にかけて有明校区
仮屋自治会では自治会研修旅行を行
いました。
　研修では、同自治会の仮道照夫さ
んの孫の愛さんの就職先での仕事ぶ
りを見てみたいと指宿白水館に宿泊
を行いました。
　また、新幹線に乗ったことが無い
人が多いこともあり、川内駅から鹿
児島中央駅まで新幹線に乗るなど、
貴重な体験を行いました。故郷を見
直す旅になりました。

志
布
志
中
で
掃
除
に
学
ぶ
会
開
催
！

　

７
月
28
日
、
志
布
志
中
学
校
で
『
日
本

を
美
し
く
す
る
会
・
第
１
回
志
布
志
市
掃

除
に
学
ぶ
会
』
が
開
催
さ
れ
、
同
校
の

１
４
０
人
の
生
徒
と
80
人
の
ス
タ
ッ
フ
や

関
係
者
が
集
ま
り
、
ト
イ
レ
掃
除
を
行
い

ま
し
た
。

　

日
本
を
美
し
く
す
る
会
は
、
ト
イ
レ
掃

除
を
す
る
こ
と
で〝
謙
虚
な
人
に
な
れ
る
〟

〝
気
づ
く
人
に
な
れ
る
〟〝
感
動
の
心
を
育

む
〟〝
感
謝
の
心
が
芽
生
え
る
〟〝
心
を
磨

く
〟
こ
と
を
目
標
に
全
国
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

４
月
か
ら
発
足
し
た
志
布
志
市
掃
除
を

学
ぶ
会
の
代
表
世
話
役
の
古
木
建
設
の
田

中
裕
之
さ
ん
は
「
本
当
に
汚
い
便
器
が
ピ

カ
ピ
カ
に
な
っ
た
と
き
、
自
分
の
心
ま
で

磨
か
れ
た
よ
う
な
感
動
を
広
げ
た
く
て
活

動
し
て
い
ま
す
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
中
学
２
年
の
鈴
木
拓
真
さ
ん
は
「
最

初
は
声
に
な
ら
な
い
く
ら
い
汚
か
っ
た
け

ど
、
き
れ
い
に
な
る
と
う
れ
し
い
」
と
話

し
、
便
器
を
磨
い
て
い
ま
し
た
。
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県大会に初出場します！

　県民体育大会サッカー競技曽於地
区予選が 7 月 9 日志布志運動公園
で開催されました。
　大会には曽於地域から５チームが
参加し、志布志市有明町のＵＴＯ（平
井剛代表）が初優勝しました。
　「UTO チームは職業も年齢も違う
仲間が〝サッカーが好き〟というこ
とで集まり、少ない人数と近くに練
習場も無い中で練習を重ねていま
す。県大会は頑張ります」と代表の
平井さんは話していました。
　9 月に薩摩川内市樋脇町で開催さ
れる県大会では頑張ってください。

　

７
月
25
日
、
高
齢
者
と
保
護
者
、
子
ど

も
た
ち
の
第
１
回
目
の
交
流
事
業
が
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
〝
は
ぐ
く
み
ラ
ン
ド
〟

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
と
き
わ
木
び
ろ
う
会
（
田

中
保
代
表
）
の
20
人
が
施
設
を
訪
れ
、
子

ど
も
た
ち
と
、
そ
の
保
護
者
と
の
交
流
を

行
い
ま
し
た
。

　

最
初
は
「
こ
ん
な
小
さ
い
子
ど
も
を

抱
っ
こ
す
る
の
は
久
し
ぶ
り
」
と
恐
る
恐

る
抱
い
て
い
た
参
加
者
も
し
ば
ら
く
す
る

と
可
愛
く
て
し
か
た
な
い
よ
う
で
し
た
。

　

そ
の
後
、
高
齢
者
の
方
が
紙
芝
居
を
読

ん
だ
り
、
参
加
し
た
保
護
者
の
子
育
て
の

相
談
を
う
け
た
り
す
る
な
ど
、
有
意
義
な

時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

新幹線の搭乗も体験しました

志
布
志
市
を
豪
雨
が
襲
う

　

７
月
5
日
夜
に
降
っ
た
記
録
的
な
豪
雨

で
、市
内
の
各
地
で
土
砂
崩
れ
が
発
生
し
、

62
か
所
で
道
路
の
通
行
止
め
が
あ
り
ま
し

た
。

　

ま
た
、
河
川
の
増
水
に
よ
り
橋
が
流
さ

れ
た
り
、
農
作
物
に
も
様
々
な
被
害
が
発

生
し
ま
し
た
。
約
１
０
０
世
帯
で
床
上
・

床
下
浸
水
が
発
生
し
、
家
屋
の
損
壊
等
も

あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
も
断
水
な
ど
で
市
民
の
生
活
は

大
変
な
苦
労
と
な
り
ま
し
た
。

　

不
幸
中
の
幸
い
で
人
命
に
か
か
わ
る
事

故
の
発
生
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
常

日
頃
か
ら
の
防
災
に
対
す
る
意
識
を
持
つ

教
訓
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
、
更
に
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
つ
り
会
場
に
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

市
役
所
職
員
有
志
を
中
心
と
す
る
約
20

人
で
、
み
な
と
ま
つ
り
会
場
に
ご
み
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
を
設
置
し
、
分
別
指
導
を
実

施
・
会
場
内
の
ゴ
ミ
拾
い
等
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
空
き
缶
、
瓶

の
洗
浄
を
行
い
、
分
別
を
行
い
ま
し
た
。

　
「
ま
つ
り
の
来
客
、
コ
ー
ナ
ー
の
利
用

者
の
方
の
ご
協
力
で
、
会
場
内
、
外
の
ポ

イ
捨
て
を
僅
か
な
が
ら
減
ら
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
今
回
は
規
模
が
小
さ
く
、
準

備
期
間
も
短
か
っ
た
た
め
、
必
ず
し
も
満

足
な
結
果
と
は
い
え
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

今
後
は
市
、
実
行
委
員
会
、
市
民
の
皆
様

と
協
力
し
合
い
、
来
客
の
皆
様
が
き
れ
い

な
会
場
で
ま
つ
り
を
楽
し
め
る
よ
う
、
努

力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
代
表

の
西
鍋
さ
ん
は
話
し
て
い
ま
し
た
。
暑
い

中
の
作
業
お
疲
れ
様
で
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
手
で
会
場
清
掃
！

　

み
な
と
ま
つ
り
花
火
大
会
が
盛
大
に
行

わ
れ
た
翌
日
の
７
月
17
日
、
会
場
周
辺
に

は
心
無
い
見
物
客
が
捨
て
た
と
思
わ
れ
る

ご
み
が
大
量
に
散
乱
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
目
を
覆
う
よ
う
な
惨
状
に
も
関
わ

ら
ず
朝
７
時
か
ら
集
ま
っ
た
７
０
０
人
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
ご
み
袋
を
手
に
黙
々

と
ご
み
拾
い
を
行
い
ま
し
た
。

　

例
年
に
比
べ
て
若
干
は
ご
み
の
量
は

減
っ
た
も
の
の
、
参
加
者
か
ら
は
「
何
で

わ
ざ
わ
ざ
茂
み
に
捨
て
た
り
す
る
ん
だ
ろ

う
か
？
」
な
ど
の
声
が
聞
こ
え
ま
し
た
。

　

来
年
か
ら
は
こ
う
い
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
不
要
に
な
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

子どもとの交流を楽しみました

読み聞かせなどに子どもたちは大喜び

最初は恐る恐る便器の掃除をしました

笑顔で便器磨きをしました

お
じ
い
ち
ゃ
ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
遊
び
に
来
ま
し
た
！

県大会に出場するＵＴＯチームの皆さん

会員が看板やごみ箱を設置しました

多くの市民ボランティアの手で大量のごみを分別しました

菱田川は記録的な豪雨により川が氾濫し川沿いの林と道路が流されました（有明地区蓬原）

松山地区では橋が崩壊しました

み
ん
な
で
き
れ
い
な
港
を
取
り
戻
せ
！

　

ま
つ
り
後
ご
み
０ぜ
ろ

作
戦

7 月 5日志布志市を集中豪雨が襲いました！



志布志市文化会館ホール休館について
舞台吊物機構改修工事のため平成 18 年 10 月 22 日（日）までホールの使用ができませんのでお知らせします。

■問い合わせ先　生涯学習センター　Tel 472-3050

教育委員会情報ネット

　平成 18 年 1月、県内の全ての小学５年生・中学１年生・中学２年生を対象に、学習したこ
とがどれだけ身についているかを調べる「基礎・基本」定着度調査が行われました。
　下の表は、志布志市の児童・生徒と鹿児島県全体の通過率（問題に対して正解した生徒の割
合）を比較したものです。
　また、グラフ（数字はパーセント）は各教科の観点ごとの通過率を比較したものです。次回
は、平成 19 年１月に実施されます。
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結果概要 

① 小学校５年生 
県平均通過率と同程度の通過率で、理科
は県平均よりよい。国語の「書く力」「読む
力」の育成が課題である。 
② 中学１年生 
県平均通過率よりやや低い通過率であ
る。特に英語の通過率が低い。国語におけ
る「書く力」英語における「表現力」の育
成が課題である。 
③ 中学２年生 
  県平均通過率より理科はややよい。国語
と社会はほぼ同程度で、数学と英語が低い。 
 英語における「表現力」の育成が特に課題

 学力向上への具体策 

① 学校は 

 ・ より「わかる授業」の実現に向け、職
員研修や研究授業に積極的に取り組む。 

② 教育委員会は 

 ・ 学力向上対策会議（年３回）を新設し、
学校、保護者、地域が一体となり、市全
体の教育力の向上を図る。 

③ 家庭では 

 ・「早寝・早起き・朝ご飯」やノーＴＶデー
に取組む。 

 ・すべての教科の基本になる「読解力育成」
のため、家庭でも読書に親しむ。 

平成 17年度「基礎・基本」定着度調査の結果を公表します

■小学５年生

■教科ごとの通過率（％）の比較

■中学１年生

■中学 2年生

学年
小 5

中 1

中 2

　分　類
県平均
志布志市平均
県平均
志布志市平均
県平均
志布志市平均

国  語
78.7
77.5
65.2
62.6
70.6
69.9

社 会
73.5
71.7
58.9
56.5
63.1
62.0

理 科
76.1
77.5
66.0
62.4
66.9
67.0

英 語

55.7
50.2
52.6
47.9

算数・数学
72.6
72.2
72.3
69.4
66.8
59.9

市内の小中学校 25校の「学校だより」が有明教育支所ロビー（農村
改善センター内）、松山教育支所ロビー、志布志支所窓口ロビー（2階）
に掲示してあります。ご来庁の際は、どうぞ、ご覧ください。
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平成ふるさと子ども検地参加者募集！
　「全国平成創年と子どもふるさと検地～再発見！」
私の好きなふるさと志布志～」子どもと大人がまちを探検
し、子どもの視点でまちの観光の発見に努め、マップづく
りを行います。
■日　時　10 月 14 日（土）9:10 ～ 16:40
■会　場　志布志市文化会館　市街地
■講　師　麓　宏吉・宮田　雅生（まちづくりコーディネー
ター）
■参加費　1 人 200 円（保険代、資料代込み）
※弁当を希望される方は別途 600 円（飲み物込み）必要
です。
■申込み・問い合せ先   志布志市生涯学習センター  ℡ 472-3050

地域アニメーター養成講座受講生募集！
　新しい自分を発見しませんか。現代をより良く生きるた
め生涯学習について楽しく取り組むために、その基本から
応用まで、わかりやすく解説し、全国のまちづくりの事例
をもとに実践的に楽しく学びます。
　また、有明・志布志・松山のそれぞれのまちの特色を再発
見し、特にまちづくりに関わる楽しみ方など、創造的な生き
方を探るセミナーです。なお、受講者には、全国に通用する

「地域アニメーター（地域活性化指導者）」の受講終了証と申
請により、海部俊樹氏より認定資格が授与されます。
　今年のテーマは「創年と子どものたまり場づくり」です。
■日　時　9 月 16 日（土）9:20 ～ 17:00
■会　場　志布志市文化会館
■主　催　志布志市教育委員会　志布志市生涯学習推進委員会
　　　　　志布志市生涯学習まちづくり研究会
■主　管　NPO 法人全国生涯学習まちづくり協会
■講　師　福留　強（聖徳大学教授）他
■参加費　1 人 1500 円（昼食代・資料代込み）
※ 18:00 より、まちづくり交流会を予定しています。
　参加者は、別途 1500 円必要です。

だ
い
や
め
講
座
で
焼
酎
づ
く
り

　
　

～
笑
外
楽
集
参
観
レ
ポ
ー
ト
～

　

男
性
を
い
か
に
生
涯
学
習
に
参
加
さ
せ

る
か
？
地
元
の
若
潮
酒
造
協
業
組
合
の
ご
協

力
に
よ
り
、
遊
び
心
で
始
ま
っ
た
「
だ
い

や
め
」
講
座
は
女
性
４
人
を
含
む
25
人
で
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

こ
の
講
座
は
、
だ
い
や
め
に
欠
か
せ
な
い
焼

酎
を
自
分
た
ち
で
造
ろ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　

講
座
の
一
回
目
は
、
梅
雨
最
中
の
土
曜
の

午
後
、13
人
が
集
ま
り
焼
酎
の
原
料
と
な
る
、

か
ら
い
も
の
苗
を
一
反
五
畝
植
え
ま
し
た
。

　
「
か
い
も
植
え
は
、
何
十
年
ぶ
り
や
」「
こ

ん
年
な
っ
て
か
い
、
か
い
も
植
え
が
で
く
い

と
は
・
・
」
ワ
イ
ワ
イ
言
い
な
が
ら
、
手
や

ア
ゴ
で
の
か
ら
い
も
植
え
は
、
１
時
間
余
り

で
終
了
し
ま
し
た
。

　

み
ん
な
雨
と
汗
と
土
に
ま
み
れ
、
真
っ
黒

に
な
り
ま
し
た
。

　

翌
日
は
、
焼
酎
の
麹
と
な
る
米
作
り
、
田

之
浦
で
田
植
え
を
体
験
。
み
ん
な
田
ん
ぼ
に

足
を
と
ら
れ
な
が
ら
も
、
孤
軍
奮
闘
、
一
生

懸
命
、
田
植
え
を
し
ま
し
た
。

　

か
ら
い
も
の
ツ
ル
も
順
調
に
伸
び
、
草
取

り
を
し
て
汗
を
流
し
ま
し
た
。
い
よ
い
よ
待

ち
に
待
っ
た「
だ
い
や
め
」講
座
の
本
番
で
す
。

自
己
紹
介
を
兼
ね
た
焼
酎
武
勇
談
。
出
て
く

る
出
て
く
る
、今
だ
か
ら
話
せ
る
『
く
ろ
じ
ょ

か
』ば
な
し
に
花
が
咲
き
ま
し
た
。「
ナ
ン
コ
」

（
数
あ
て
の
遊
び
）
で
皆
、
さ
ら
に
意
気
投
合

し
、
コ
ッ
ケ
イ
な
掛
け
合
い
に
腹
を
抱
え
て

笑
い
ま
し
た
。
奥
深
い
焼
酎
文
化
。

♪
（
ア
ラ
一
つ
と
や
）
一
も
と
種
た
る
か
ら
い

も
は　

二
つ
に
な
る
こ
た
安
ご
ざ
る
（
さ
て
そ

う
か
い
な
）・
・
♪

数
え
唄
（
蓬
原
中
野
地
区
に
伝
わ
る
）
を
唄

い
な
が
ら
幻
の
焼
酎『
創
年
の
息
吹
』（
仮
称
）

の
完
成
を
夢
見
て
・
・
・
。

これからの志布志創年市民大学のプログラム（予定） 
NO 日  時 講義内容及び講師 
６  8/9(水) 

18:50 
イベント企画「高橋忠史 999 ライブ・
プロジェクト X」高橋 忠史 

７ 8/17(木) 
～19(土) 

子育て支援Ⅱ「子育て支援とまちづく
り」白井里美 片平眞里 志学館大生

８  8/26(土) 
13:50 

地域学Ⅲ「創年と子どものたまり場づ
くり」じぞうさあまついに参画 

９ 9/9(土)～ 
10(日) 

修学旅行・大分一村一品の旅～豊後高
田～日田～ 矢野大和独演会観賞 

10 9/16(土) 
9:20 

しぶし IKIIK 夢発見塾Ⅰ「地域アニメー
ター養成講座」 福留 強  

11 9/27(水) 
18:50 

環境学Ⅰコミュニティビジネス 
「LOHAS とまちづくり」波多野毅 

12 10/11(水) 
18:50 

市長講和とまちづくり懇話会 

13 10/14(土) 
9:10 

しぶし IKIIKI 夢発見塾Ⅱ「平成ふるさ
と子ども検地」 地域の宝を探す 

諸事情により、プログラムが変更になることがあります。 
途中入学も可能です。お問合せください。 

しぶし IKIIKI 夢発見塾 ～創年と子どもの交流のための指導者養成セミナー～

みんなで楽しく〝かいも植え〟をしました



コ
ー
ク
児
童
合
唱
団
の

　
　
　
　
　
　

歌
声
に
う
っ
と
り

　

７
月
４
日
か
ら
７
月
７
日
に
か
け
て
、

志
布
志
市
の
小
中
学
生
が
ア
イ
ル
ラ
ン

ド
、
コ
ー
ク
市
の
コ
ー
ク
児
童
合
唱
団
と

音
楽
を
通
じ
て
交
流
を
行
い
ま
し
た
。

　

合
唱
団
は
志
布
志
市
内
の
各
家
庭
で
３

泊
４
日
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
行
い
親
睦
を

深
め
ま
し
た
。

　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
２
日
目
の
７
月
５
日
に

は
志
布
志
の
大
慈
寺
で
座
禅
体
験
を
行
っ

た
後
、
国
際
の
森
に
て
来
日
記
念
植
樹
を

行
い
、
ダ
グ
リ
岬
海
水
浴
場
で
海
水
浴
を

行
う
な
ど
志
布
志
市
を
満
喫
し
て
い
ま
し

た
。

　

７
月
６
日
に
は
市
内
の
５
つ
の
小
学
校

で
交
流
事
業
を
行
い
、
そ
の
後
午
後
７

時
か
ら
志
布
志
市
文
化
会
館
で
行
わ
れ

た
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
香
月
小
５
年
生
と

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
フ
ァ
ミ
リ
ー
や
有
明
中
学

校
合
唱
部
、
松
山
キ
ッ
ズ
合
唱
団
等
も
舞

台
に
登
場
し
、
音
楽
を
通
じ
た
国
際
交
流

の
熱
気
は
頂
点
に
達
し
ま
し
た
。

　

満
席
の
文
化
会
館
の
客
席
か
ら
は
最
後

ま
で
拍
手
が
鳴
り
止
み
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

今
年
、
こ
の
国
際
青
少
年
音
楽
祭
に
何

ら
か
の
形
で
参
加
し
た
子
ど
も
の
人
数

は
、
コ
ー
ク
児
童
合
唱
団
学
校
訪
問
は

５
０
１
人
、
コ
ン
サ
ー
ト
で
舞
台
に
立
っ

た
児
童
生
徒
は
１
２
９
人
（
松
山
キ
ッ
ズ

合
唱
団
４
３
人
、
香
月
小
学
校
＋
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
フ
ァ
ミ
リ
ー
７
４
人
、
有
明
中
学

校
１
２
人
）、
ク
ロ
フ
ォ
ー
ド
学
校
コ
ン

サ
ー
ト
１
０
３
６
人
、
ク
ロ
フ
ォ
ー
ド

や
っ
ち
く
コ
ン
サ
ー
ト
６
３
０
人
の
合
計

２
４
２
５
人
で
し
た
。

　

志
布
志
市
の
全
児
童
生
徒
数
は

３
１
６
４
人
で
す
の
で
参
加
率
は
76
パ
ー

セ
ン
ト
を
超
え
、
多
く
の
子
ど
も
た
ち
が

国
際
青
少
年
音
楽
祭
に
参
加
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
交
流
を
振
り
返
り
ホ
ス
ト
フ
ァ

ミ
リ
ー
か
ら
は
「
今
回
は
３
泊
４
日
で
し

た
が
ふ
れ
あ
う
時
間
も
持
て
て
、
と
て
も

充
実
し
て
い
た
と
思
う
。
我
が
家
に
き
て

く
れ
て
あ
り
が
と
う
と
い
う
思
い
で
い
っ

ぱ
い
で
す
」「 

子
ど
も
た
ち
は
と
て
も
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。
母
と
し
て
は
食
事

が
ど
う
だ
っ
た
か
心
配
で
す
」「
言
葉
は

通
じ
な
く
て
も
一
緒
の
時
間
を
過
ご
す
こ

と
で
通
じ
合
え
た
も
の
が
あ
っ
た
よ
う
な

気
が
し
ま
す
」「
夜
だ
け
の
ほ
ん
の
短
い

時
間
の
た
め
何
も
し
て
あ
げ
ら
れ
な
か
っ

た
」
な
ど
の
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

教育委員会情報ネット国際青少年音楽祭 in 志布志市
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志
布
志
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
が
発
足

し
、
会
長
が
決
定
し
ま
し
た
の
で
、
抱
負

を
紹
介
し
ま
す
。

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

日
頃
か
ら
市
民
の
皆
様
・
地
域
の
皆
様

に
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
関
し
ま
し
て
、
ご

協
力
・
ご
支
援
を
賜
り
ま
し
て
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

平
成
18
年
５
月
20
日
の
志
布
志
市
Ｐ
Ｔ

Ａ
連
絡
協
議
会
の
設
立
総
会
及
び
総
会
に

お
い
て
、
会
長
職
を
受
け
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

松
山
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
会
長
の
二

年
間
、
ま
た
、
曽
於
地
区
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協

議
会
副
会
長
の
四
年
間
の
経
験
を
生
か

し
、
会
員
の
皆
様
の
ご
意
見
を
生
か
し
、

行
政
の
指
導
を
受
け
、
志
布
志
市
Ｐ
Ｔ
Ａ

連
絡
協
議
会
の
発
展
の
た
め
に
頑
張
り
た

い
と
思
い
ま
す
の
で
、
な
に
と
ぞ
市
民
の

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

さ
て
、現
在
「
家
庭
教
育
」
に
つ
い
て
、

過
干
渉
・
過
保
護
や
児
童
虐
待
が
問
題
化

す
る
と
と
も
に
、
親
が
「
規
範
」
を
示
す

と
い
う
「
家
庭
教
育
」
の
基
本
を
忘
れ
つ

つ
あ
る
な
ど
「
家
庭
教
育
」
の
機
能
の
低

下
が
顕
在
化
し
て
お
り
ま
す
。
家
庭
が
子

ど
も
の
教
育
に
対
す
る
責
任
を
自
覚
し
、

そ
の
役
割
に
つ
い
て
あ
ら
た
め
て
認
識
を

深
め
る
こ
と
が
ま
ず
重
要
で
あ
る
と
思
い

ま
す
。

　

益
々
私
た
ち
親
も
研
修
会
や
交
流
会
を

通
じ
て
勉
強
し
、
責
任
を
果
た
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
の
た
め
、
県
Ｐ
連
合
会
・
地
区
Ｐ
連

は
「
重
要
運
動
項
目
」
と
し
て
「
食
育
」

「
一
家
庭
一
家
訓
」「
我
が
家
の
教
育
の
日

の
設
定
・
普
及
」
を
掲
げ
、
保
護
者
一
人

ひ
と
り
の
意
識
の
高
ま
り
を
期
待
し
て
お

り
ま
す
。

　

子
ど
も
の
人
生
の
礎
を
造
る
最
も
大
切

な
場
で
あ
り
「
子
ど
も
を
育
て
る
最
終
責

任
は
親
に
あ
る
」
と
い
う
認
識
の
も
と
、

頑
張
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、「
市
Ｐ
連
」
と
い
う
新
し
い

組
織
が
で
き
ま
し
た
が
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の

基
本
は
、
そ
の
地
域
と
い
っ
し
ょ
に
単
位

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
充
実
で
あ
る
と
、
私
個
人

と
し
て
は
考
え
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ

の
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
学
校
と
地
域
と
保
護
者
が
一

体
と
な
り
園
児
・
児
童
・
生
徒
の
健
全
育

成
に
努
め
て
く
だ
さ
る
こ
と
を
ご
祈
念
い

た
し
ま
す
。
市
民
・
地
域
・
行
政
の
皆
様

の
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
ご
指
導
と
ご
協
力

を
重
ね
て
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

松山ブロック
学　校　名 会 長 名

松山小学校 佐 々 木 剛
泰野小学校 上原 健太郎
尾野見小学校 津 曲　 忍
松山中学校 津 曲 勝 治

志布志ブロック
学　校　名 会 長 名

志布志幼稚園 新 谷 広 康
カトリック幼稚園 和 田 国 泰
志布志小学校 若 松 利 広
香月小学校 日 高　 太
潤ヶ野小学校 横 峰 信 義
安楽小学校 玉垣 大二郎
田之浦小学校 小久保 重之
森山小学校 片 川 卓 也
四浦小学校 大西 紀美江
八野 小学校 今別府　忍
志布志中学校 八 重 幸 一
田之浦中学校 永 吉 健 一
出水中学校 田 中 俊 一
志布志高等学校 武 石 裕 二
尚志館高等学校 竹之内 宏史

有明ブロック
学　校　名 会 長 名

山重幼稚園 留 中 政 文
伊﨑田小学校 萩 迫 和 彦
蓬原小学校 諏 訪 直 文
野神小学校 山 重 修 一
有明小学校 重 山　 浩
通山小学校 黒 石 清 美
原田小学校 北 野　 保
山重小学校 鉾 立 真 一
有明中学校 西 山 裕 行
宇都中学校 西 川 順 一
伊﨑田中学校 大 口　 章
有明高等学校 原 田 文 昭

単位ＰＴＡ会長名

志布志市ＰＴＡ連絡協議会役員
役職名 氏　名 所　属　等
会長 野村 美喜男
副会長 佐 々 木 剛 松山ブロック連絡協議会会長
副会長 久 井 修 一 志布志ブロック連絡協議会会長
副会長 西 山 裕 行 有明ブロック連絡協議会会長
副会長 佃　 正 和 志布志市校長会会長
副会長 大口 さとみ
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言葉は無くてもコミュニケーションを楽しみました

泰野小学校での交流の様子

コーク児童合唱団の美しい歌声が響きました

出演者も観客も一体となり音楽を楽しみました（志布志市文化会館）

野村美喜男会長
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男女で作る
うるおいと活力あるまち

男女共同参画社会
の実現を目指して

Vol.6

力仕事は男性の仕事？
　「危ない！女の子がそんなことし
たら駄目でしょ！」昔は何かにつけ
て言われたものです。木登りや竹馬、
虫取りと子どもにとって男女の性別
に関わり無く興味は同じはずです。
　ジェンダー（社会的性別）が子ど
もの可能性を小さくしていません
か？色々なことを体験して新しい可
能性を見つけましょう！まき割りでも何でもまかせて！

（開田の里通学学舎にて）

■問い合わせ先　企画政策課　女性支援対策室男女共同参画係　Tel 474-1111( 内線 255)
　パートナーからの暴力など、男女共同参画に関する悩み、情報がありましたらご連絡ください。秘密は固く守ります。

第１回の推進セミナー開催

　平成 18 年 7 月 7 日に、第１回の
平成 18 年度志布志市男女共同参画
推進セミナーが開催されました。セ
ミナーは、「男女共同参画社会って
何だろう？」～過去と未来、その背
景～と題して、オフィスピュア代表
のたもつゆかりさんの講演会があり
ました。
　たもつゆかりさんは、鹿児島・宮
崎を中心に男女共同参画・地域づく
り・人材育成等の分野において、民
間と行政をつなぐコーディネーター
として幅広く活躍されています。
　当日のセミナーには、約 50 人の
参加があり、身近な問題をテーマに
して、分かりやすい内容で、地域に
おける男女共同参画社会の推進につ
いての話を聞くことができました。
　またセミナーを受講されてのアン
ケートでは「言葉は良く聞いており
ましたが、一寸考え方が違っており
ました。先生の話で少しはわかった

ような気がします。（70代）」
「女性の権利を強調するのではなく、
男性の権利も同じように尊重される
社会を目指すんだということがわ
かった。（20代）」
「男女共同参画の今の社会はほとん
ど男女差などないのではないかと軽
く思っていた自分が、何も知らな
かった事に気付かされた。（40代）」

「今まで胸に納めていた事を公然と
言ってもらって、つかえがとれたみ
たいです。誘いを受けたときは私に
理解できるかと心配しておりました
が、参加して良かったです。（60代）」

「 先生の話し方がすごく理解できよ
かったと思います。志布志市に男女
共同参画係ができたことを非常に喜
んでいる一人です。（60代）」

「もっと沢山の人たちに聞いて知ってほ
しいし、聞くべきと思います。（50代）」
など多く声が寄せられました。次回
も多くのご参加をお待ちしています。

男女共同参画に関する
住民意識調査にご協力ください
　男女が社会のあらゆる分野で対等な
構成員として、共に参画し、性別にか
かわりなく、それぞれの個性や能力を
十分に発揮しながら暮らすことができ
る「男女共同参画社会」の実現に向けて、
平成 19 年度に「志布志市男女共同参画
プラン（仮称）」の策定を予定していま
す。このために、市民の皆様のご意見
や実態を把握して、プランの策定と今
後の施策に反映させるために、住民意
識調査を実施します。
　調査は、住民基本台帳から無作為に
選ばさせていただいた志布志市内在住
の 20 歳以上の男女 2,000 人を対象に住
民意識調査をお願いするものです。
　回答は、無記名で、すべて統計的に
処理し、個人のプライバシー保護には
細心の注意を払います。アンケート調
査票が届いた方はご協力のほどよろし
くお願いします。

企画政策課内に
　　「女性支援対策室」を設置

　平成 18 年 7 月 10 日付けで、企画政
策課内に「女性支援対策室」が設置さ
れました。
　男女共同参画の推進とともに女性起
業支援、女性団体等への支援等、どの
ような形で女性の支援ができるのか検
討してまいります。
　市民の皆様のご意見をお聞かせく
ださい。

多くの参加者が共感したセミナーの様子
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■５年生男子 50m 自由形
順位 泳　者 学校名 記　録
1 宮 城 裕 希 通　山 33″29
2 松 清 真 也 志布志 33″87
3 有 田 伊 織 志布志 37″37

■５年生男子 50m 背泳ぎ
順位 泳　者 学校名 記　録
1 東 丸 朋 弘 志布志 38″94
2 下 柿 元　 樹 安　楽 44″69
3 有 田 伊 織 志布志 45″77

■５年生男子 50m 平泳ぎ
順位 泳　者 学校名 記　録
1 東 丸 朋 弘 志布志 42″02
2 富 高 涼 平 志布志 44″57
3 原 口 雅 矢 潤ケ野 44″84

■５年生男子 50m バタフライ
順位 泳　者 学校名 記　録
1 宮 城 裕 希 通　山 38″49
2 瀨戸口 大貴 志布志 39″09
3 松 清 真 也 志布志 42″64

■５年生男子 200m 個人メドレー
順位 泳　者 学校名 記　録
1 東 丸 朋 弘 志布志 3′00″63
2 下 柿 元　 樹 安　楽 3′15″13
3 中 水 尚 史 伊﨑田 3′18″25

■５年生女子 50m 自由形
順位 泳　者 学校名 記　録
1 柿元 千伽子 志布志 35″84
2 竹 下　 怜 通　山 37″24
3 萩 原 み お 香　月 38″40

■５年生女子 50m 背泳ぎ
順位 泳　者 学校名 記　録
1 柿元 千伽子 志布志 45″32
2 竹 下　 怜 通　山 45″82
3 浜 松 映 見 志布志 46″25

■５年生女子 50m 平泳ぎ
順位 泳　者 学校名 記　録
1 吉 村 優 希 志布志 40″44
2 川 原 田　 倫 志布志 50″28
3 森 田 佳 蓮 志布志 54″97

■５年生女子 50m バタフライ
順位 泳　者 学校名 記　録
1 吉 村 優 希 志布志 39″32
2 浜 松 映 見 志布志 40″58
3 萩 原 み お 香　月 44″54

■５年生女子 200m 個人メドレー
順位 泳　者 学校名 記　録
1 吉 村 優 希 志布志 2′55″07
2 萩 原 み お 香　月 3′50″34
3 田 口 静 流 泰　野 4′40″72

■ 6 年生男子 50m 自由形
順位 泳　者 学校名 記　録
1 末 田 瑞 樹 香　月 36″36
2 西牟田 祐介 志布志 36″51
3 山 口 悟 史 香　月 36″81

■ 6 年生男子 100m 自由形
順位 泳　者 学校名 記　録
1 外 牧 和 将 志布志 1′04″79
2 高 吉 謙 吾 原　田 1′15″59
3 末 田 瑞 樹 香　月 1′19″37

■ 6 年生男子 50m 背泳ぎ
順位 泳　者 学校名 記　録
1 高 吉 謙 吾 原　田 36″75
2 山 口 悟 史 香　月 40″65
3 中 室 晃 人 香　月 41″24

■ 6 年生男子 50m 平泳ぎ
順位 泳　者 学校名 記　録
1 山 口 観 弘 志布志 33″79
2 清 家 章 仁 志布志 36″75
3 森 松 顕 彦 香　月 48″45

■ 6 年生男子 100m 平泳ぎ
順位 泳　者 学校名 記　録
1 山 口 観 弘 志布志 1′11″56
2 清 家 章 仁 志布志 1′20″71
3 木藤 隆之介 松　山 1′55″45

■ 6 年生男子 50m バタフライ
順位 泳　者 学校名 記　録
1 外 牧 和 将 志布志 32″47
2 中 室 晃 人 香　月 41″86
3 倉 冨 雄 太 志布志 42″45

■ 6 年生男子 200m 個人メドレー
順位 泳　者 学校名 記　録
1 山 口 観 弘 志布志 2′34″87
2 高 吉 謙 吾 原　田 2′55″29

■共通男子 200m リレー（数字は学年）
順位 学校名（泳者） 記　録

1 志布志小（外牧和将⑥倉冨雄
太⑥清家章仁⑥松清真也⑤） 2′13″68

2 香月小（中室晃人⑥末田瑞
樹⑥山口悟史⑥森松顕彦⑥） 2′27″88

3 安楽小（中窪啓人⑥川野友博
⑥外牧匠⑤下柿元樹⑤） 2′44″50

■共通男子 200m メドレーリレー（数字は学年）
順位 学校名（泳者） 記　録

1 志布志小（山口観弘⑥外牧和
将⑥倉冨雄太⑥東丸朋弘⑤） 2′19″86

2 香月小（山口悟史⑥森松顕
彦⑥中室晃人⑥末田瑞樹⑥） 2′54″13

3 安楽小（中迫太志⑤下柿元
樹⑤外牧匠⑤中窪啓人⑥） 3′22″15

■ 6 年生女子 50m 自由形
順位 泳　者 学校名 記　録
1 池 宮 萌 絵 通　山 33″65
2 小 宮 望 里 野　神 37″17
3 吉 井 奈 々 志布志 38″17

■ 6 年生女子 100m 自由形
順位 泳　者 学校名 記　録
1 迫 田　 唯 志布志 1′12″40
2 津 曲 晴 香 通　山 1′19″00
3 濵園 美鹿子 安　楽 1′22″63

■ 6 年生女子 50m 背泳ぎ
順位 泳　者 学校名 記　録
1 迫 田　 唯 志布志 39″88
2 小 宮 望 里 野　神 42″28
3 窪 田 有 夏 通　山 42″71

■ 6 年生女子 50m 平泳ぎ
順位 泳　者 学校名 記　録
1 津 曲 晴 香 通　山 47″08
2 横 山　 和 志布志 47″81
3 牧野 美沙英 香　月 50″81

■ 6 年生女子 100m 平泳ぎ
順位 泳　者 学校名 記　録
1 池 宮 萌 絵 通　山 1′31″13
2 窪田 麻里奈 志布志 1′41″87
3 西 薗 奈 那 潤ケ野 1′42″63

■ 6 年生女子 50m バタフライ
順位 泳　者 学校名 記　録
1 窪田 麻里奈 志布志 48″12
2 山 重 理 穂 志布志 48″22
3 松 尾 奏 瑛 松　山 55″76

■ 6 年生女子 200m 個人メドレー
順位 泳　者 学校名 記　録
1 迫 田　 唯 志布志 3′01″98
2 窪 田 有 夏 通　山 3′09″87

■共通女子 200m リレー（数字は学年）
順位 学校名（泳者） 記　録

1 通山小（窪田有夏⑥津曲晴香
⑥池宮萌絵⑥竹下怜⑤） 2′24″46

2 志布志小（浜松映見⑤柿元千伽
子⑤山重理穂⑥窪田麻里奈⑥） 2′30″09

3 香月小（澤田那生⑥萩原みお
⑤大口真代⑥牧野美沙英⑥） 2′42″35

■共通女子 200m メドレーリレー（数字は学年）
順位 学校名（泳者） 記　録

1 志布志小（浜松映見⑤吉村優
希⑤迫田唯⑥山本優子⑥） 2′41″78

2 通山小（窪田有夏⑥竹下怜
⑤津曲晴香⑥池宮萌絵⑥） 2′47″03

3 香月小（澤田那生⑥牧野美沙
英⑥萩原みお⑤大口真代⑥） 3′10″71

教育委員会情報ネット7 月 28 日志布志市温水プールで開催された志布志市小学校水
泳記録会の結果を紹介します。

水泳記録会開催



　　　　　■健康についての様々な相談にいつでも応じています。お気軽にお問い合わせください。
本庁保健課  Tel 474-1111　志布志支所福祉課   Tel 472-1111　松山支所福祉課  Tel 487-2111
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重症度

分  類
Ⅰ度
（軽度）

Ⅱ度
( 中度 )

Ⅲ度
（重度）

　　　症　　状
めまい・失神
「立ちくらみ」という状態で、脳への血
流が瞬間的に不充分になったことを示
し、“熱失神” と呼ぶこともあります。
筋肉痛・筋肉の硬直
　筋肉の「こむら返り」のことで、そ
の部分の痛みを伴います。発汗に伴う
塩分などの欠乏により生じます。これ
を “熱けいれん” とも呼びます。
大量の発汗
頭痛・気分の不快・吐き気・嘔吐・倦怠感・
虚脱感
　体がぐったりとする、力が入らない
などがあり、“熱疲労” と呼ばれる状態
です。
意識障害・けいれん・手足の運動障害
　呼びかけや刺激への反応がおかしい、
体にガクガクとひきつけがある、まっ
すぐ走れない・歩けないなど。
高体温
　体に触ると熱いという感触です。“熱
射病” や重度の” 日射病 “といわれてい
たものがこれに相当します。

スポーツでは大量の汗で水分が失われます

新生「志布志市」にふさわしい

皆さんからたくさんのご応募をお待ちしています　締め切りは 8 月 31 日まで
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　志布志市市制施行を記念して、市民のふるさと意識の高揚
と市のイメージアップを図るため、市の将来像「やすらぎと
にぎわいの輪が協奏するまち」にふさわしい「市の花」「市
の木」を制定し、あわせて「イメージソング」を制作します。

志布志市「市の花・市の木」募集要領
①志布志市民及び志布志市内に通勤又は通学する人に限り
　応募できます。
②応募は、一人一点とします。（「市の花」のみ、「市の木」
　のみの応募も可とします。）
③住所・氏名・年齢・性別・電話番号・勤務先等を必ず記
　入してはがきで応募してください。（勤務先等は、住所
　が志布志市以外の場合に、会社名・学校名等を記入して
　ください。）
④必要事項が記載されていない場合は、無効となる場合が
　あります。
⑤市の花・木として決定した作品の応募者の中から抽選で
　３人の方に賞金１万円を差し上げます。（当選者は、市
　広報紙等で発表するとともに、本人に通知します。）

⑥募集締切りは、平成 18 年 8 月 31 日です。（当日消印有効）
※応募数の多いものが選ばれるわけではありません。

志布志市「イメージソング」募集要領
①志布志市民及び志布志市内に通勤又は通学する人に限り
　応募できます。
②募集は、曲のタイトルと１番から３番までの歌詞とし、
　一人一作品とします。（作曲・編曲は専門家に依頼します）
③歌詞は、志布志市を構成する松山・志布志・有明のイメー
　ジを含んだものとします。
④応募作品は自作・未発表のものに限ります。（応募作品
　は返却しません。）
⑤採用作品の権利は志布志市に帰属するものとし、志布志
　市イメージソングとして採用します。
⑥採用作品の使用につきましては、補作詞することがあり
　ます。
⑦住所・氏名・年齢・性別・電話番号・勤務先等を必ず記入し
　て封書で応募してください。（勤務先等は、住所が志布
　志市以外の場合に、会社名・学校名等を記入してください。）
⑧必要事項が記載されていない場合は、無効となる場合が
　あります。
⑨採用作品（1 点）に選ばれた方には、賞金として 5 万円
　を差し上げます。（入賞者は、市広報紙等で発表すると
　ともに、本人に通知します。）
⑩募集締切りは、平成 18 年 8 月 31 日です。（当日消印有効）
■シンボル披露

「市の花」「市の木」「イメージソング」は、来年 1 月開催
予定の志布志市誕生一周年記念式典で披露します。
※応募に当たって記入いただいた個人情報は、その保護と
適正な管理を行います。
 応募先・問い合わせ先
　〒 899-7492　志布志市役所総務課シンボル募集係
　　　　　　		　℡ 474-1111（内線 214）
※市の花・市の木応募用紙は、市役所本庁、各支所窓口の
　ほか、市内広報配布場所に置いてあります。

　

熱
中
症
と
は
体
温
の
急
激
な
上
昇
に

よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
障
害
の
総
称
で
す
。

　

梅
雨
が
明
け
て
盛
夏
を
迎
え
る
頃
か
ら

急
増
し
、
年
間
お
よ
そ
２
０
０
人
が
亡
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　

激
し
い
ス
ポ
ー
ツ
や
作
業
を
し
て
い
る

時
に
発
症
し
や
す
い
で
す
が
、
体
力
の
低

下
し
て
い
る
高
齢
者
は
外
出
中
だ
け
で
な

く
室
内
で
も
熱
中
症
に
な
り
救
急
車
で
運

ば
れ
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
熱

中
症
は
症
状
や
重
症
度
に
応
じ
て
左
の
表

の
よ
う
に
分
類
さ
れ
ま
す
。

　

熱
中
症
は
死
に
至
る
可
能
性
の
あ
る
病

態
で
す
が
、
予
防
法
を
知
っ
て
お
け
ば
防

ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

熱
中
症
予
防
は
暑
さ
対
策
と

　
　
　
　
　
　
　

水
分
補
給
が
基
本

　

～
熱
中
症
予
防
８
か
条
～

■
知
っ
て
防
ご
う
熱
中
症

　

熱
中
症
は
暑
い
環
境
下
で
発
症
す
る
障

害
の
総
称
。

■
暑
い
と
き
無
理
な
運
動
は
事
故
の
も
と

　

熱
中
症
の
発
症
に
は
、
気
温
・
湿
度
・

風
速
・
輻
射
熱
（
直
射
日
光
）
が
関
係
し

ま
す
。
同
じ
気
温
で
も
湿
度
が
高
い
と
危

険
性
が
高
く
な
る
の
で
注
意
が
必
要
で

す
。
ま
た
、
運
動
強
度
が
高
い
ほ
ど
熱
の

発
生
も
多
く
な
り
、
熱
中
症
の
危
険
性
も

高
ま
り
ま
す
。

■
急
な
暑
さ
は
要
注
意
！

　

梅
雨
明
け
の
蒸
し
暑
い
日
や
急
に
暑
く

な
る
日
は
特
に
注
意
。
急
に
暑
く
な
っ
た

と
き
は
運
動
を
軽
減
し
、
暑
さ
に
馴
れ
る

ま
で
は
軽
い
短
時
間
の
運
動
か
ら
始
め

て
暑
さ
へ
の
馴
れ
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

■
失
っ
た
水
と
塩
分
取
り
戻
そ
う

　

汗
は
体
か
ら
熱
を
奪
い
体
温
が
上
昇

す
る
の
を
防
い
で
く
れ
ま
す
。
し
か
し
、

失
わ
れ
た
水
分
を
補
わ
な
い
と
脱
水
に

な
り
、
体
温
調
節
や
運
動
能
力
が
低
下
し

ま
す
。
汗
か
ら
は
水
分
と
と
も
に
塩
分
も

失
わ
れ
る
の
で
０
・
２
パ
ー
セ
ン
ト
程
度

の
食
塩
と
５
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
の
糖
分

を
含
ん
だ
も
の
が
適
当
で
す
。
運
動
時
は

15
分
～
30
分
に
１
回
の
水
分
補
給
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

■
体
重
で
知
ろ
う
健
康
と
汗
の
量

　

毎
朝
起
床
時
に
体
重
を
測
る
こ
と
は
、

疲
労
の
回
復
状
態
や
体
調
の
チ
ェ
ッ
ク
に

役
立
ち
ま
す
。
体
重
の
３
パ
ー
セ
ン
ト
の

水
分
が
失
わ
れ
る
と
、
運
動
能
力
や
体
温

調
節
機
能
が
低
下
し
ま
す
。
運
動
に
よ
る

体
重
の
減
少
は
２
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
な

い
よ
う
に
水
分
を
補
給
し
ま
し
ょ
う
。

■
薄
着
ル
ッ
ク
で
さ
わ
や
か
に

　

暑
い
と
き
は
軽
装
に
し
、
吸
湿
性
や
通

気
性
の
よ
い
衣
服
や
帽
子
を
身
に
つ
け
ま

し
ょ
う
。

■
体
調
不
良
は
事
故
の
元

　

疲
労
、
発
熱
、
か
ぜ
、
下
痢
等
の
体
調

不
良
は
、
体
温
調
節
能
力
も
低
下
す
る
た

め
無
理
に
運
動
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。ま
た
、暑
さ
へ
の
耐
性
は
個
人
に
よ
っ

て
大
き
な
差
が
あ
り
ま
す
が
、
体
力
の
低

い
人
、
暑
さ
に
馴
れ
て
い
な
い
人
、
熱
中

症
を
起
こ
し
た
こ
と
の
あ
る
人
、
持
久
力

の
低
い
人
、
肥
満
の
人
は
暑
さ
に
弱
い
の

で
特
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

■
あ
わ
て
る
な
、
さ
れ
ど
急
ご
う
救
急
処
置

　

熱
中
症
を
疑
っ
た
ら
、
①
身
体
を
冷
や

す
た
め
に
涼
し
い
場
所
へ
移
動
②
脱
衣
と

冷
却
③
水
分
・
塩
分
補
給
④
症
状
を
見
て

救
急
隊
要
請
の
処
置
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

～
熱
中
症
に
つ
い
て
正
し
く
理
解
し
、
予

防
に
努
め
ま
し
ょ
う
～

お手数です
が郵送され
る方は 50 円
切手をお貼
りください。 

９９８ ９ ２７ ４

地
番
６
５
７
１
倉
井
野
町
明
有
市
志
布
志

応募締め切りは、
平成18年8月31日
です。(当日消印有効)
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みなと見学会を開催しました
　先月号でお伝えしました、志布志港現場見学会を
開催しました。当日は、みなとまつりということも
あり、数多くの方にご参加いただきました。

　見学会は、まず、志布志港で現在コンテナを取り扱って
いる本港地区第２突堤へ行き、取り扱いをしている東洋埠
頭、日本通運、上組のみなさんから説明を受けました。こ
の場所は、普段、安全上の問題から、立ち入ることのでき
ない区域で、輸出や輸入に使うコンテナの中に入ったり、
積み下ろしに使うガントリークレーンやテナーについての
説明を受けました。
　次に、現在建設中の新若浜地区に行き、国土交通省と鹿
児島県の職員の方から、工事の進み具合や、将来、新若浜
地区がどうなるか、などの説明を受けました。新若浜地区
は、先ほどの第２突堤に変わり、新しくコンテナを取り扱
うために造られているみなとです。こちらも、普段は立ち

入ることができない区域で、建設中の『みなと』を見ると
いう貴重な体験ができたのではないでしょうか。
　みなと見学会はご要望に併せて開催できます！
　学校や自治会などで、「志布志港を見てみたい！」とい
う方がいらっしゃいましたら、次のところまでお問い合わ
せください。
　今回は、コンテナについての見学会でしたが、日本で有
数の生産量を誇る配合飼料製造工場や、海の上からみなと
を見学するコースもあります。是非、お問い合わせください。
■国土交通省九州地方整備局志布志港湾事務所  ℡ 472-3831
■鹿児島県志布志湾港湾事務所　　　　　  ℡ 473-1651
■志布志市役所港湾商工課　　　　　　　  ℡ 474-1111

■問い合わせ先　志布志市立図書館 Tel 472-3322

No.007

■問い合わせ先　港湾商工課　Tel 474-1111( 内 264)

19○

○

○

図 書 館

情

報

土

休館日カレンダー（本館）

	 September　9 月
日 月 火 水 木 金 土

	 	 1 2
3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16

August　8 月
日 月 火 水 木 金
13 14 15 16 17 18
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30 31

■ : 休館日
○	本館読み聞かせ会　　　14 時〜
○	かみふうせん聞かせ会　14 時〜
■分館催し物
松山分館読み聞かせ会のご案内
毎月第 1・3土曜日　14 時から（３０分程度）
　やっちくふれあいセンター内（図書室）
　		問い合わせ先
　℡ 481-4000( ふれあいセンター )
※お願い　貸出期限を過ぎた本や、貸
出袋（黄色い袋）がありましたら、お
早めに図書館へお返しください。

毎月２３日は「子どもといっしょに読書の日」

今月の
テーマ図書「工作・調べ学習」

今月の
テーマ図書　「おばけ」

○

普段は見ることのできない場所などを見学することができました

※志布志市立図書館有明分館は農村環境改善センター内
　松山分館はやっちくふれあいセンター内です。 

日 程　
8月15日 (火 )
8月 19日 (土 )
8月 20日 (日 )
８月 22日 (火 )

8月 25日 (金 )
8月 26日 (土 )
８月 29日 (火 )

　　イベント・開始時間
読み聞かせ会 (14:00 ～ 本館 )
かみふうせん読み聞かせ会 (14:00 ～ 本館 )
緑陰読書会 (10:00 ～ 有明分館 )
読み聞かせ会 &腹話術 (10:30 ～ 志布志分館 )
読み聞かせ会 (14:00 ～ 本館 )
読み聞かせ会 &映写会 (9:30 ～ 松山分館 )
読み聞かせ会 (14:00 ～ 本館 )
読み聞かせ会 &工作教室 (14:00 ～ 安楽分館 )

第 24回南日本感想文コンクール指定図書コーナー

■第１３５回直木賞・芥川賞受賞作　この夏の一冊にいかがですか？
　芥川賞　「八月の路上に捨てる（伊藤たかみ）」（文学界六月号）
　直木賞　「まほろ駅前多田便利軒（三浦しおん）」・「風に舞いあがるビニールシート（森絵都）」

○
○

志布志市「市の花・市の木」応募 
氏 名                

〒 －  

住 所            

                   

年 齢     歳  性 別 男・女 

電話番号 － －   

勤務先等               

市の花 （  ） 

理 由                

                   

                   

市の木 （  ） 

理 由                

                   

                   



　

き
れ
い
に
な
る
と
う
れ
し
い
で
す
よ

ね
。
終
わ
る
と
、
ち
ょ
っ
と
し
た
達
成
感

も
味
わ
え
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
ご
み
は
持
ち
帰
っ
て
分
別
し

て
排
出
す
る
こ
と
が
基
本
で
す
。

　

一
人
ひ
と
り
が
ち
ょ
っ
と
ず
つ
面
倒
く

さ
い
こ
と
を
や
れ
ば
、
環
境
問
題
は
ず
い

ぶ
ん
改
善
さ
れ
ま
す
。

　

一
人
ひ
と
り
の
小
さ
な
取
り
組
み
が
大

切
で
す
。
善
な
る
取
り
組
み
は
よ
い
社
会

を
創
っ
て
い
き
ま
す
。

　

７
月
２
日
の
「
第
２
弾
お
じ
ゃ
っ
た
も
ん

せ
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
」
に
は
、
１
２
５
の
自

治
会
で
２
９
７
１
人
が
取
り
組
み
を
し
て
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

道
路
な
ど
の
あ
る
区
間
を
決
め
て
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
ご
み
拾
い
な
ど
を
す
る
取
り

組
み
が
あ
り
ま
す
。

　
「
自
宅
か
ら
あ
の
電
信
柱
ま
で
は
、
１

週
間
に
１
回
私
が
ご
み
拾
い
を
す
る
」
と

い
う
取
り
組
み
を
さ
れ
て
い
る
方
が
市
内

に
も
た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　

こ
の
取
り
組
み
を
「
マ
イ
ロ
ー
ド
ク

リ
ー
ン
大
作
戦
」
と
名
付
け
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
今
後
も
継
続
し
て
取
り
組
ま
れ
て
、

そ
の
輪
を
大
き
く
し
て
い
き
た
い
も
の
で

す
。

　

そ
し
て
や
が
て
、
こ
の
取
り
組
み
で
市

内
の
道
路
が
埋
め
尽
く
さ
れ
る
な
ん
て
こ

と
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
あ
な

た
も
こ
の
運
動
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

　

志
布
志
市
は
、「
ご
み
ゼ
ロ
の
ま
ち
」

を
目
指
し
て
い
ま
す
。「
自
分
の
と
こ
ろ

は
自
分
で
き
れ
い
に
す
る
わ
。
私
に
ま
か

せ
て
よ
！
」
と
い
う
市
民
が
い
っ
ぱ
い
い

る
ま
ち
に
し
た
い
の
で
す
。

我
が
家
か
ら
始
め
よ
う

〝
エ
コ
ラ
イ
フ
55
〟
説
明
会
開
催

　

各
家
庭
で
、「
使
っ
て
い
な
い
部
屋

の
電
気
は
消
す
」「
買
い
物
に
は
マ
イ

バ
ッ
グ
を
待
っ
て
い
く
」「
マ
イ
ロ
ー

ド
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
に
参
加
す
る
」
な

ど
の
55
項
目
の
取
り
組
み
の
中
か
ら
、

５
項
目
以
上
を
選
択
し
、
実
践
す
る
運

動
が
〝
エ
コ
ラ
イ
フ
55
〟
運
動
で
す
。

　

次
の
日
程
で
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
多
く
の
市
民
の
参
加
を
お
願
い

し
ま
す
。
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
７
時
か

ら
１
時
間
程
度
で
す
。

■
日
時
及
び
場
所

松
山
地
区　

８
月
28
日
（
月
）

　
　
　
　
　

泰
野
地
区
公
民
館

志
布
志
地
区　

８
月
29
日
（
火
）

　
　
　
　
　

志
布
志
市
文
化
会
館

有
明
地
区　

８
月
30
日
（
水
）

　
　
　
　
　

志
布
志
市
農
業
歴
史
資
料
館

■
内
容　

環
境
ビ
デ
オ
鑑
賞
、趣
旨
説
明
、

記
録
冊
子
の
配
布
、
記
念
品
配
布

■
持
参
す
る
も
の　

マ
イ
バ
ッ
グ
（
冊
子

や
記
念
品
が
あ
り
ま
す
の
で
、
バ
ッ
グ
が

あ
れ
ば
便
利
で
す
）

　

み
な
と
ま
つ
り
の
翌
朝
に
、会
場
周
辺
、

ダ
グ
リ
岬
海
水
浴
場
、
押
切
浜
の
ご
み
拾

い
を
行
い
ま
し
た
。

　

朝
７
時
と
は
い
え
、
作
業
を
す
る
と
汗

が
噴
出
し
ま
し
た
。

　

参
加
人
数
は
、
会
場
周
辺
が
約
７
０
０

人
、
ダ
グ
リ
浜
が
約
50
人
、
押
切
浜
が
約

２
５
０
人
で
、
合
わ
せ
て
約
１
０
０
０
人

で
し
た
。
皆
さ
ん
ご
苦
労
様
で
し
た
。

　

参
加
し
た
人
は
、
何
で
こ
ん
な
に
ご
み

が
落
ち
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
と
疑
問
を
持

ち
、
腹
立
た
し
く
思
い
、
マ
ナ
ー
の
悪
さ

に
う
ん
ざ
り
し
な
が
ら
拾
い
ま
し
た
。

　

　
「
ど
う
せ
、
翌
朝
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
ご

み
拾
い
を
誰
か
が
し
て
く
れ
る
か
ら
、
ご

み
は
置
い
て
帰
ろ
う
」
な
ど
と
思
っ
て
い

る
人
は
い
な
い
で
し
ょ
う
か
。
何
か
勘
違

い
し
て
い
ま
せ
ん
か
。

　

会
場
周
辺
に
は
使

用
し
た
紙
オ
ム
ツ
も

置
い
て
あ
り
ま
し
た
。

　

押
切
海
岸
で
も
い

ろ
い
ろ
な
ご
み
が
落

ち
て
い
ま
し
た
。
写

真
の
チ
ュ
ー
ブ
式
の

ご
み
が
結
構
あ
り
ま

し
た
。
何
に
使
わ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

拾
っ
た
も
の
を
、
缶
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、

ビ
ン
、
生
ご
み
、
粗
大
ご
み
、
そ
の
他
の

も
の
と
分
別
を
し
ま
し
た
。
埋
立
ご
み
を

少
し
で
も
減
ら
す
た
め
で
す
。

　

た
く
さ
ん
の
ご
み
を
拾
っ
た
後
に
参
加

者
に
集
ま
っ
て
い
た
だ
き
「
さ
ぁ
皆
さ
ん

今
か
ら
分
別
を
し
ま
し
ょ
う
！
」
と
呼
び

か
け
る
と
「
え
～
」
と
い
う
声
が
聞
こ
え

て
き
そ
う
で
し
た
が
、
分
別
が
始
ま
る
と

皆
さ
ん
が
黙
々
と
作
業
を
続
け
あ
っ
と
い

う
間
に
大
量
の
ご
み
の
分
別
を
終
了
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
「
暑
い
で
す
ね
」、「
こ
ん
な
も
の
も
捨

て
て
あ
り
ま
す
よ
」、「
困
っ
た
も
の
で
す

ね
」、「
き
れ
い
に
な
っ
た
ね
」、「
部
活
は

何
し
て
い
る
の
」
な
ど
新
し
い
出
会
い
・

声
か
け
な
ど
を
楽
し
み
な
が
ら
参
加
で
き

ま
し
た
。

　

参
加
者
一
人
ひ
と
り
の
『
ま
ち
を
美
し

く
し
た
い
』
と
い
う
共
通
の
想
い
が
あ
り

大
き
な
一
体
感
を
持
て
ま
し
た
。

何に使われるのでしょうか？

一つずつ分別しました

自然のごみもありますが人工のごみの方が多かったようです

ごみの山も分別されて資源の山になりました朝早くから多くの参加をいただきありがとうございました・・・疲れた中にも達成感のある皆さんの笑顔が素敵です！
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地球にやさしいこと
　　　はじめよう！

■
き
れ
い
に
な
る
と
う
れ
し
い

■
お
じ
ゃ
っ
た
も
ん
せ
ク
リ
ー
ン

　
　
　
　

大
作
戦
！
ご
苦
労
様
で
し
た

■
マ
イ
ロ
ー
ド
ク
リ
ー
ン
大
作
戦

■
ご
み
ゼ
ロ
の
ま
ち
を
目
指
し
て

■
ご
み
を
拾
っ
た
・
・
・
暑
か
っ
た
！

■
何
か
勘
違
い
を
し
て
い
る
！

■
何
だ
こ
れ
は
？

■
な
ぜ
こ
ん
な
に
ご
み
が
？

■
分
別
を
し
ま
し
た

■
新
し
い
出
会
い
も
あ
り
ま
し
た

脱エアコンで
　　快適な夏を！

身の回りのごみを拾いましょう

まつりの後も大変なごみでした

Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ
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Japqnese poem
 of 31 syllables *Haiku poem

 * Com
ic Haiku *2006.8

さ
つ
ま
狂
句
（
有
明
さ
つ
ま
狂
句
同
好
会
）

題
「
自く

い

ま
動
車
」

病び
ょ
う
い
ん
院
と
パ
チ
ン
コ
屋や

ど
ま
今き

ゅ日
も
満ま

ん
し
ゃ車 

丸
目　

苦
土（
南
兵
衛
）

（
唱
）
駐
ち
ゅ
う
し
ゃ車

を
し
か
て
ぐ
る
ぐ
る
回ま

わ

っ

題
「
懐
つ
く
ら

」

頑が
ん

固こ

爺じ

の
懐

つ
く
ら

を
孫ま

ご

が
炬こ

燵た

ち
し
っ 

吉
利　

冨
嶽
（
冨
士
）

（
唱
）
孫ま
ご

を
抱だ

っ
と
か
優や

さ

し
顔つ

れ
な
っ

題
「
豆お
か
べ腐

」

豆お
か
べ腐
よ
か
駄だ

ち
ん賃
が
高た

っ
か
孫ま

ご

ん
使つ

け 

藤
後　

一
雄
（
一
雄
）

（
唱
）
お
利り
こ
う口

さ
ん
ち
一い

っ
め枚

握に
ぎ

ら
せ
っ

題
「
軽か

り
」

手て

軽が

り
笊

し
ょ
け

安や
す
ぎ
ぶ
し

来
節
ど
が
や
れ
弾は

ず

ん 

畑
山　

真
竹
（
敏
昭
）

（
唱
）
自じ
こ
り
ゅ
う

己
流
が
飛と

っ
出で

っ
笑わ

れ
が
舞も

っ

短
歌
（
は
な
さ
い
短
歌
会
）

青
葉
潮
満
つ
る
漁
港
に
干
す
網
の
雫
を
は
こ
ぶ
七
彩
の
風 

　

南　　

史
郎

バ
ラ
園
に
佇
む
人
の
花
の
精
し
ば
し
優
雅
に
ぐ
る
っ
と
ま
わ
る 

小
宮　

展
子

宅
配
の
ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
の
隅
々
ゆ
母
の
気
づ
か
い
思
い
が
あ
ふ
る 

篠
原　

順
子

銀
河
辺
に
フ
ォ
ト
ン
・
ベ
ル
ト
の
異
様
あ
り
脳
幹
や
ら
れ
街
が
沈
む
と 

中
園　

茂
甚

ミ
サ
イ
ル
が
揺
ら
す
世
紀
の
銀
河
か
ら
織
女
落
ち
来
る
続
い
て
牽
牛 

日
高　

禎
子

長
雨
に
日
照
不
足
を
報
ず
れ
ど
晴
れ
間
晴
れ
間
に
赤
き
梅
干
す 

　

牧　
　

愛
子

純
白
の
む
く
げ
の
花
は
初う

ぶ心
な
ら
ん
頬
染
め
る
が
に
風
に
う
な
ず
く 

渡
辺
ク
ミ
子

棘
折
ら
れ
茎
な
め
ら
か
な
黄
の
薔
薇
が
心
に
刺
さ
る
花
言
葉
「
情
熱
」 

　

西　
　

恭
子

俳
句
（
左
右
句
会
）

き
さ
ら
ぎ
の
残
月
淡
し
君
恋
し 

　

竹
田　　

萍

月
見
草
君
は
素
顔
の
ま
ま
が
い
い 

吉
田　

十
二

移
り
気
な
貴
女
紫
陽
花
の
花
に
似
て 

若
松
田
鶴
子

爆
心
地
へ
蟻
一
列
に
兵
の
ご
と 

暉
崚　

康
瑞

次
の
夜
も
女
で
い
た
い
花
ブ
ロ
ー
チ 

肱
岡
ち
か
子

眩
し
い
ね
二
の
腕
あ
ら
わ
に
夏
が
来
た 

天
水
美
保
子

畦
に
座
し
青
田
の
風
ご
と
飲
む
新
茶 

藤
後
む
つ
子

短
歌
（
松
山
南
船
短
歌
会
）

希
み
な
き
空
気
匂
う
中
廊
の
ド
ア
の
向
ふ
の
髪
の
抜
け
毛
よ 

　

畑　
美
佐
子

ゆ
る
や
か
に
視
野
狭
窄
は
進
め
り
と
告
げ
ら
れ
し
日
の
夕
茜
空 

前
原　

恭

一
人
で
は
喰
べ
き
れ
ぬ
と
西
瓜
二
個
翁
は
持
ち
く
る
電
動
車
に
て 

永
田
ミ
ツ
エ

川
上
の
山
の
く
ず
れ
て
早
苗
田
の
土
手
の
一
部
を
え
ぐ
る
大
雨 

山
口　

良
子

通
夜
の
日
の
我
が
家
あ
た
り
は
大
雨
と
竹
に
落
雷
か
枯
れ
逝
く
一
本 
隈
元　

チ
エ

耐
え
る
事
こ
の
身
に
深
く
し
み
込
み
ぬ
木
の
芽
ひ
た
す
ら
春
を
待
つ
ご
と 
野
口　

順
子

道の駅松山やっちくふるさと村

　　　満開のオオガハス（西光保育園）

　　卓
すぐる

さん　　21 歳　　

勤務先：上組　　　（有明町野井倉出身）

Ｑ．趣味　　　　Ａ．将棋、サッカー（マネージャー募集中です！）
Ｑ．理想の異性　Ａ．自分と性格の合う人
Ｑ．夢は？　Ａ．今の夢は予選突破！
Ｑ．志布志市に何を望みますか？
Ａ．緑と人のやさしさに恵まれたまち！
友人から一言（本村隆之さん）　
　卓君はとても熱い人で、サッカーや仕事も常に一生懸命頑張っています。
　これからも熱い卓君でいてください。

あ
た
や

　ミサさん（84 歳）　松山町尾野見

「元気の秘訣は自由気ままな暮らしです」そう話す野村さん
宅には毎日、多くの友人が集まります。だいたい 9 時位には近

所の方などが集まり世間話を楽しんでいます。
　特別な運動などはしない野村さんですが、自宅の菜園の手入れや

庭の草取り、夏は水田の見回りなどに忙しく、運動不足は感じられ
ません。

　起床は毎日 6 時ごろでＮＨＫ朝の連続テレビ小説
を見るのを楽しみにしています。
　現在は 4 人の孫と 11 人のひ孫の成長を楽しみに、
近所の友人たちと楽しく語らいながら人の和を大切
に暮らしています。

　碧
あ お い

彩ちゃん（６か月）　

　（志布志町安楽）
　　父　康弘さん　母　千津さん
　離乳食を始める予定の碧彩ちゃん。
何でも食べられるようになりたいな！
　パパとママと３人家族！とっても仲
良しです。絵本が大好きでいつもたく
さん読んでもらっています。
　それから、大好きなパパやママとお
出かけするのが楽しみです。パパがお
休みの時は一緒に『た～くさん』遊び
ます。
　パパお仕事頑張ってね！

　麦
むぎ

ちゃん（5 歳）・梨
り の

乃ちゃん（3 才）

（有明町野井倉）
父　聡さん　母　美由紀さん

　朝からケンカが始まる活発な 2 人組！！
たくさん食べて、たくさん遊んで、大きく
育ってくれてとても頼もしいけれど、もう
少し仲良く思いやりを持って遊んでくれ
たらと思います。
　これからも元気に笑顔いっぱいの毎日
を♪”　（両親より）

　実
み さ き

咲ちゃん（2 歳）・菜
な つ き

月ちゃん（1 歳）

　　　   　（松山町尾野見）
父　晃平さん　母　里美さん

　私は菜月です。好きな食べ物はバナナと納豆で
す。いつでも 2 つ年上のお姉ちゃんにくっついて
遊んでいます。好きなテレビ番組は『英語であそぼ』
です。音楽に合わせて踊ったりして楽しいです。
　ハイハイもとっても早くて皆びっくりしていま
す。最近、少し歩けるようになりました。早くお
そとを走りまわりたいです。

【お詫び】前月号で南船志布志短歌会の表記と同会の竹永南海さんの氏名に誤りがありました。お詫びのうえ訂正いたします。
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今月の納税	 納付期限　8月 31 日（木）　口座振替日　8月 25 日（金）
	 口座振替をされる方は、口座振替日の前日までに残高確認をお願いします。

　国民健康保険税（4期）　介護保険料（4期）　市県民税（2期）

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 市の人口　　　7 月 1 日現在

人　口	 35,546 人	 	 (10)
				男	 16,759 人	 	 (3)
				女	 18,787 人	 	 (7)
転　入	 107 人	 転　出 89 人
出　生	 23 人	 死　亡	 31 人
世帯数	 15,605 戸	 	 (30)

　
国
民
年
金
保
険
料
は

口
座
振
替
に
よ
る
前
納
を

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
口
座
振
替
や
前
納

（
一
定
期
間
分
の
保
険
料
を
ま
と
め
て
前
払

い
す
る
こ
と
）
を
上
手
に
ご
利
用
い
た
だ
く

こ
と
で
、
お
得
に
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

口
座
振
替
で
あ
れ
ば
一
定
期
間
毎
に
自
動

的
に
振
替
え
ら
れ
る
の
で
、
納
付
忘
れ
を
防

げ
、
さ
ら
に
納
付
す
る
た
め
に
金
融
機
関
等

へ
出
か
け
る
手
間
も
省
け
る
の
で
、
安
心
か

つ
便
利
で
す
。

　

ま
だ
、
口
座
振
替
を
ご
利
用
さ
れ
て
い
な

い
方
に
は
、
今
か
ら
で
も
間
に
合
う
平
成
18

年
10
月
か
ら
翌
３
月
分
ま
で
の
口
座
振
替
６

ケ
月
前
納
の
ご
利
用
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

■
毎
月
納
付
で
６
ケ
月
分
→
８
３
１
６
０
円

■
口
座
振
替
の
６
ケ
月
前
納
→
８
２
２
２
０
円

　

前
納
し
た
い
け
れ
ど
保
険
料
６
ケ
月
分
を

一
度
に
納
め
る
の
は
無
理
と
い
う
方
に
は
、

当
月
末
口
座
振
替
（
早
割
）
が
お
す
す
め
で

す
。
通
常
の
毎
月
口
座
振
替
（
翌
月
末
振
替
）

に
は
割
引
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
当
月
末
口
座

振
替
（
早
割
）
に
す
れ
ば
、
毎
月
50
円
の
割

引
で
す
。
た
だ
し
、
保
険
料
半
額
免
除
の
承

認
を
受
け
て
い
る
方
は
、「
早
割
」
制
度
を

ご
利
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
他
に
最
も
割
引
の
大
き
い
口
座
振
替

１
年
前
納
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
ち
ら
は
今
年

度
分
の
振
替
は
終
了
し
て
お
り
ま
す
。
ご
希

望
さ
れ
る
場
合
は
来
年
度
分
か
ら
の
ご
利
用

を
お
願
い
し
ま
す
。

年
金
情
報

■Pension information

市
役
所　
　

  

４
７
４
ー
１
１
１
１
（
内
１
１
６
）

志
布
志
支
所  

４
７
２
ー
１
１
１
１
（
内
２
４
３
）

松
山
支
所　

  

４
８
７
ー
２
１
１
１
（
内
２
２
４
）

こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
つ
い
て
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
版
は
ご
覧
に
な
れ
ま
せ
ん
。
ご
了

承
く
だ
さ
い
。
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　志布志市では子育て支援のために、子どもが病気で保
育園に預けられない時などに保護者が仕事を休まないで
すむようにすることを目的に、乳幼児健康支援一時預か
り事業を井手小児科に業務委託して行っています。
■病児及び病後児を昼間預かって保育します。
◎病児とは　・・・・・・伝染性疾患はもちろん、発熱
　している子供や喘息発作など、疾病罹患中の子どもです。
◎病後児とは・・・・・・おたふく、水痘、麻疹、風疹
　などの伝染性疾患で、病気のピークは過ぎても、まだ
　感染の恐れのある子どもです。
■保育対象は乳幼児、低学年学童になります。
■保護者の方が電話にてお申し込みください。
　利用日当日の申し込みでも結構です。
■利用料金１人１日 1,000 円（但し診療費は別途料金が
　かかります。）

■井手小児科に併設した、保育施設で子どもさんを預か
　ります。
■保育時間は午前 8 時 00 分～午後 6 時 00 分までです。
　詳細は井手小児科にお問い合わせください。
■申込み・問い合わせ先　井手小児科 　℡ 473-3211

新しい指定ごみ袋できました
旧町の指定ごみ袋を 1組 30 円値引きで販売
　新しい資源ごみ袋は「資源ごみ」を入れて、一般ごみ
袋には「一般ごみ」を入れて出してください。

※旧町の指定ごみ袋が店
頭に残っています。旧町
の指定ごみ袋は、分別が
しっかりしてあれば、一
般ごみ、資源ごみどちら
の指定ごみ袋を使用して
も良いです。旧町のごみ
袋は、大・小とも 30 円値
引きで販売します。

第 1 回「ひまわりのある風景」コンテスト
　 市 内 に 咲 い て い る ひ ま わ り の フ ォ ト コ ン テ
ス ト を 行 い ま す。 ひ ま わ り の 美 し さ を 楽 し み、 
自然の豊かさを感じていただきたいと思います。 
■応募条件　市内に咲いているひまわりの入った写真
■応募要領　フィルムの部 4 つ切り（ワイド 4 つ切り可）
　　　　　　デジカメの部　Ａ４に印刷したもの
■応募方法　作品は、裏面に「題名」「住所氏名」「撮影
場所」を記入して右の応募先にご応募ください。 
 ･ 未発表のものに限ります。 
 ･ 作品は返却しません。衛生自治会で作品を使
　　　　用させていただくこともあります。 
■締切　平成 18 年 9 月 30 日（水） 
■表彰　ひまわり大賞、サンサン賞、ファンタジー賞
　　　　　（各部門１点） 
■その他　参加賞あり。入選された作品には、副賞を準
　　　　　備します。

志布志市環境審議会委員を募集します
　今、私たちの環境を取り巻く状況は、地球温暖化、廃
棄物問題、化学物質による環境汚染など複雑・多岐にわ
たっています。
　これらの問題の解決には、市民一人ひとりが身近なと
ころから環境保全への取組を実践し、環境への負荷の少
ない循環を基調とする社会の実現や人と自然が共生する
環境にやさしい社会の実現を図っていかなければなりま
せん。
　市では、志布志市環境審議会に住民の目線から志布志
市の環境保全について、真剣に考え熱意のある方の参加
を求めるため、下記の要領により委員を公募します。
■公募委員の人数　　若干名
■委員をお願いする期間
　委嘱の日から平成 20 年 3 月 31 日まで
■審議会の開催回数　年１回～ 3 回程度
■応募資格
○市内に居住する 20 歳以上（平成 18 年 10 月 1 日現在）
　で、自ら応募する者。
○公務員・市議会議員でないこと。
○平日開催の審議会に出席できること。
■応募方法
　所定の応募用紙に必要事項を記入の上、本所市民部環
境政策課へ持参、郵送、ファックス又は E メールのいず
れかで提出してください。応募用紙は、市民部環境政策
課で配布します。市ホームページからもダウンロードで
きます。

  問い合わせ・応募先　志布志市役所市民部環境政策課
　　　℡ 474-1111（内線 134）　FAX474-2281
　　　E-mail　kankyouseisaku ＠ city.shibushi.lg.jp

乳幼児健康支援一時預かり事業をご利用ください（病児保育）
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建物は井手小児科のすぐ裏にあります



■問い合わせ先　志布志市役所水道局　Tel 474-1111( 内線 482)
　水道に関する問い合わせなどありましたらご連絡ください。
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■問い合わせ先
志布志市水道局　℡474-1111（内 482）
松山分室　　　　℡487-2111（内 254）
志布志分室　　　℡472-1111（内 217）
※志布志分室は、志布志支所内にあります

水は全ての生命の元！大切に！

水道メーターはいつも見やすく大切に
■水道の検針は毎月、検針員がお宅を訪問し、指示数を読み取って使用量をお知らせ
しています。また検針によって漏水の有無も確認することができる場合があります。
そのため、水道検針の妨げにならないよう、次のことにご協力をお願いします。

・メーターボックス内及び付近に物を置いたりしないでください。
・メーターボックスの周りに犬をつながないでください。
・メーターボックスの中に水がたまらないようにしてください。
・メーターボックスや本体が土で埋まらないようにしてください。
・計量法により水道メーターは 8 年以内に取り替えなければならないと定められてい
ます。いつでも取り替えができるようご協力をお願いします。

漏水のチェックをしてみましょう！
■ご家庭内の蛇口を全部締めてメーターのパイロットが少しでも回
　転していれば、どこかで漏水している可能性があります。
■漏水していると思われる場合は、早急に志布志市指定給水装置工
　事事業者へ修理を依頼してください。
※修理費用は自己負担になります。
　ご不明な点がありましたらお近くの水道局までご連絡ください。

平成 18 年度水質検査計画について水源ごとの
水質検査項目について

皆様の安心・安全のために定期的に下記の検査を行います。

■毎日検査（浄水）
 色、濁り、及び残留塩素の測定を浄水場給水区域ごとに測定し、記録に残し 
 ます。
■概ね 1 月ごとに 1 回行う検査（毎月検査）10 項目 
 毎月 1 回、一般細菌、大腸菌、塩化物イオン、有機物、PH 値、味、臭気、色度、
 及び濁度の 9 項目（省略不可項目）及び水源地周辺の土地利用状況を勘案し、
 過剰な施肥により、その濃度が上昇する可能性のある硝酸態窒素及び亜硝酸
 態窒素を加えた 10 項目の検査を行います。
■水質基準項目
 概ね 3 月に 1 回以上検査を行う必要のある項目（39 項目）のうち、省略不
 可項目（21 項目）及びこれまで検査をしたことのない追加項目（ホウソ及
 びその化合物、1.4- ジオキサン、アルミニウム及びその化合物、非イオン界
 面活性剤）とフェノール類を加えた計 26 項目の検査を 3 か月ごとに行います。 
■原水検査　原水検査は 40 項目とし、年 1 回行います。
■指標菌検査     
 クリプトスポリジウム（病原微生物）の指標である（大腸菌・嫌気性芽砲菌）
 の検査を毎月行います。
　※水質検査結果については、次号にて掲載させていただきます。 

中里尚
ひ さ お

雄（プロ・ウィンドサー
ファー／海洋冒険家）
　1966 年東京都生まれ。プロ・
ウ ィ ン ド サ ー フ ァ ー。16 歳 の
とき単身ハワイに渡る。マウイ
島をベースに本場のコンペティ
ションで戦績を重ね、日本人で
初めて世界ランキング５位に輝
く。ハワイの有名な 15 メートル

にも及ぶ怪物波「ＪＡＷＳ」に日本人として初めてサー
フィン、ウィンドサーフィンの両方で成功。2003 年交
通事故により瀕死の重傷を負い、車椅子生活を余儀な
くされるが、懸命のリハビリの末、驚異的に回復し、
再び「JAWS」を克服。
　また、毎年夏には、子どもたちへ自然回帰を呼びか
ける「KEIKI SUMMER CAMP」を各地で開催。ウィンド
サーフィンだけでなく、サーフィンや海洋横断など幅
広く手掛ける「Real Water Man」として、また、ビッ
グウェイバーとしても世界的に注目を集めている。

世界的なプロ・ウィンドサーファー中
なかざと

里尚
ひさお

雄氏を招いて、Ｋｉｄ ’ ｓ地球環境サミットを開催します。
夏休みの一日、親子で地球環境について考えてみませんか？

■メッセージ
　冒険活動をする傍ら、ボランティア活動にも積極的に取
り組み、海を通じて子どもたちを支援できる環境作りを目
指しています。
　自然と向き合うことで培われた中里さんの講演に、子ど
もたちは、決してあきらめない前向きの性格と姿に、きっ
と勇気づけられることでしょう。
　当日は、海水浴場で環境について紙芝居などを使い、分
かりやすく講演を行います。
　その後、海岸清掃を通じて子どもたちに自然について考
えてもらいたいと思います。
　小学生から高校生まで、皆様の参加をお待ちしています。
■日時　8月 25 日（金曜日）　午前 9時から
■場所　ダグリ岬海水浴場（参加料無料！）
※参加希望の方は、事前に申し込みをしてください。
　志布志市役所環境政策課　℡ 474-1111（内線 134）

市民が輝く共生・協働・自立のまちづくりを目指して
ふるさとづくり委員会事業とむら再生促進事業で

元気な地域づくりを応援！

　校区自治会単位の地域づくり活動を「ふるさとづくり委
員会事業」で、団体やグループ、自治会（集落）等の地域
づくり活動を「むら再生促進事業」で支援します。

ふるさとづくり委員会事業

　地域の課題や特性を住民で話し合い、住み良い地域づく
りに向けての活動を行いながら、将来の地域ビジョン（地
域活性化プラン）を描き、それを施策に反映させていきま
す。その中心となるのが「ふるさとづくり委員会」です。
　ふるさとづくり委員会で作成した「地域活性化プラン」
の中で、「地域住民が自ら実施する事業」に対し、１地区
50 万円（上限）を補助します。

むら再生促進事業　

　校区自治会を単位として地域づくりに取り組むのが「ふるさ
とづくり委員会」ですが、団体やグループ、自治会（集落）な
どの地域づくり活動を支援するのが「むら再生促進事業」です。
　つぎの「９つのテーマ」に合致するものであれば、認定
された事業の対象経費（3 万円以上）の 3 分の 2 を補助金
として助成します。ただし、1 件当たりの事業費に対する
補助金の上限は 10 万円です。
①農産物の直売所などの施設整備　②地域活性化のための
イベント　③むらづくり啓発、世代間・地域間交流事業
④地場産品の活用・開発による地域おこし事業　⑤環境保
全・美化活動事業　⑥地域景観保全・創出事業
⑦地域情報の発信事業　⑧むらづくりを担う人材養成事業
⑨やすらぎとにぎわいの輪が協奏するまちづくりに寄与する事業
■申請方法
　むら再生促進事業補助金申請書に、①事業計画書　②収支予
算書　③その他事業に関連した書類を提出していただきます。
　内容を審査したのち、補助金交付の有無を決定します。
※申請書は、本庁　企画政策課、各支所　地域振興課に準
備してあります。又志布志市ホームページ「各種申請書ダ
ウンロード」のページからも出力できます。
　その他、詳しくは、下記までお問い合わせいただくか、
志布志市ホームページをご覧ください。
 問い合わせ
　志布志市役所　企画政策課　地域政策係	℡ 474-1111（内 255）
　松山支所　地域振興課　地域振興係	℡ 487-2111（内 321）
　志布志支所			地域振興課　地域振興係	℡ 472-1111（内 335）

パイロット

こまめなチェックが漏水を未然に防ぎます

力をあわせて緑豊かなまちを作りましょう（安楽地区ふるさとづくり委員会）

海を守ろう！Ｋ
き っ ず

ｉｄ ’ ｓ地球環境サミット
ｉｎボルベリアダグリ（ダグリフェスタ '06 chapter3）
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高松海水浴場から
志布志湾をシーカヤックで体感！

シーカヤック体験
■会場　串間市高松海水浴場
■時間　10:00 ～ 15:30（乗船時間 30 分）

魚つかみどり大会
■会場　串間市高松海水浴場
■時間　11:00 ～ 13:00

とれたて魚の冷や汁ふるまい
ミニゲーム大会
■主催　志布志湾岸エリア活性化協議会
■申込み・問い合わせ先　新大隅青年会議所（℡ 473-2378）　串間市青年会議所（℡ 0987-72-5485）

※ヨット・シーカヤックは小学生以上の方に限ります
※すべてのイベントは事前に予約が必要です
　詳しくは下記の問い合わせ先までご連絡ください ８

月

20
日
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国保と老人保健の自己負担割合が変りました
■ 70歳以上の国保加入者及び老人保健で医療を受ける方の自己負担割合を決める所得区
　分の判定基準が、平成 18年 8月から制度改正により次のとおり変更になりました。
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所  得
区  分

負　担
割　合

自己負担限度額（月学） 判　定　基　準外　来 外来 + 入院
一
定
以
上
所
得
者

2 割
（10 月 か

らは 3 割）
40,200 円

72,300 円 +{( 総 医 療 費
-361,500 円 ) × 1％ }

（4 回目以降は 40,200 円）

市民税における各種控除後の課税所得が基準額（145 万円）以上
の人、及びその人と同じ世帯の人（ただし、収入合計が下記の場合、
申請により「一般」の区分と同様になります）

一  般

1 割

12,000 円 40,200 円 一定以上所得者、低所得Ⅰ・Ⅱのいずれにもあてはまらない人
低所得

Ⅱ
8,000 円

24,600 円 世帯全員が市民税非課税の人（低所得Ⅰの人を除く）

低所得
Ⅰ 15,000 円

世帯全員が市民税非課税で、かつ各種所得等から必要経費・控除
を差し引いた所得が 0 円となる世帯に属する人（年金については、
収入から 80 万円を差し引いた額を所得とします）

※低所得Ⅰ・Ⅱに該当する人は、入院の際に「限度額適用・標準負担減額認定証」の申請が必要です。

1 人世帯 383 万円未満
2 人以上世帯 520 万円未満

経過措置①
　公的年金等控除の見直しおよび老年者控除の廃止に伴って一
定以上所得者になる人で、次のいずれかにあてはまる人につい
ては『自己負担限度額』についてのみ『一般』を適用します。

経過措置②
　老年者に係る市民税非課税措置の廃止に伴い、世帯は市民税課税世帯となる場合でも市民税非課税者については

『低所得Ⅱ』を適用します。（※老齢福祉年金受給者は『低所得Ⅰ』を適用します。）

1 課税所得 145 万円以上 213 万円未満

2
※

収入の
合計金額

1 人世帯 383 万円以上
484 万円未満

2 人以上世帯 520 万円以上
621 万円未満

※ 2 の場合は、申請が必要です。

■問い合わせ先　市役所市民課国民健康保険係 ℡ 474-1111（内 125） ８月は児童扶養手当の現況届、
特別児童扶養手当の所得状況届の提出月間です！
■児童扶養手当について
　次の条件に該当する児童を監護している母、または母に
かわってその児童を養育している方が手当を受けることが
できます。（児童とは、18 歳の年度末までをいいます。ま
た、心身におおむね中度以上の障害がある場合は、20 歳
未満まで受けられます。）
■父母の離婚後、父と生計を同じくしていない。
■父が、死亡、重度障害、生死不明、１年以上児童を遺棄、
1 年以上拘禁の場合　　　　　■母が未婚で出生した児童
■母の妊娠当時の事情が不明である児童等
　ただし、公的年金を受ける事ができる母が、事実上婚姻
関係にあるなど、手当が支給されない場合もあります。ま
た、請求者、扶養義務者等に一定額以上の所得がある場合は、
その年度の手当の全部または一部の支給が停止されます。
■特別児童扶養手当について
　20 歳未満で、身体もしくは精神に重度または中度以上の障
害をお持ちのお子さんを監護している父もしくは母、または
父母にかわってその児童を養育している方が受けられます。
　ただし、児童が障害を事由とする公的年金を受けることが
できる福祉施設等に入所しているなどの場合は、対象になり
ません。また、請求者、配偶者、扶養義務者等に一定額以上
の所得がある場合は、その年度の手当支給が停止されます。
※毎年 8 月は児童扶養手当の現況届、特別児童扶養手当
の所得状況届の提出月間となっております。該当する方に
は、通知を発送いたしますので、必ず提出してください。

児童手当の手続きはお済みになりましたか？
児童手当制度が小学校 6 年生まで拡充されました

　平成 18 年 4 月 1 日、児童手当制度が改正されました。
支給対象年齢が、これまでの小学校 3 年生（9 歳到達後最
初の年度末）までから、小学校 6 年生（12 歳到達後最初
の年度末）までに拡充され、併せて所得額が引き上げられ
ました。
　なお、改正に伴う認定請求等は、平成 18 年 9 月 30 日
までに受け付けたものに限り、特例的に 4 月 1 日（または、
支給要件に該当した日）にさかのぼって支給されます。
　手続きがお済みでない方はお早めにお願いいたします。
※該当される方には、6 月中に通知をしましたが、受給資
格があるのに通知が来なかった場合など不明な点がありま
したら、市役所福祉課（各支所）までお問い合わせください。
　また、所得が一定額以上の場合、児童手当が支給されな
い場合があります。
■ 6 月は現況届の提出月間でした！
　該当される方には、6 月中に通知をしましたので、手続
きがお済みでない方はお早めにお願いいたします。
　この届の提出がないと、6 月分以降の手当が受けられな
くなりますので、ご注意ください
 問い合わせ先
　志布志市役所　福祉課　℡ 474-1111（内 173）
　松山支所　　　福祉課　℡ 487-2111（内 275）
　志布志支所　　福祉課　℡ 472-1111（内 227・228）

あなたの力をまちづくりに生かしませんか？
～市とＮＰＯ等とが協働で行う事業の企画案を募集します～

　この提案募集は、市の、解決したいと考えている新たな
行政課題について、市と協働で実施することにより実施効
果が期待される事業の企画案を市内の地域自治会等、県内
外のボランティア団体や NPO（以下「NPO 等」という）
から募集するものです。
　これは、市と NPO 等が対等な立場で、適切な役割分担
のもと、協働して公共サービスを提供していくことにより、
市民が輝く ｢共生｣「協働」「自立」のまちづくりを推進し
ようとするものです。
　NPO 等ならではの思い切ったアイディアや行政とは違
う視点からのサービスなど、これまでにないユニークな事
業の提案を期待します。
■募集内容
　募集テーマ ｢ごみゼロのまちづくりを目指して～市民総
参加のごみ一掃作戦～｣ に関する企画提案を募集します。

（詳細はお尋ねください）
　なお、提案いただいた企画の事業実施は、平成 19 年度
となります。
■応募できる団体
　本市の地域自治会（ふるさとづくり委員会、市衛生自治
会等含む）、県内外のボランティア団体、NPO、その他の

営利を目的としない各種団体（法人格の有無は問いません）
で、次の要件を備えていることが必要です。
・規約等を有し、責任者が明確で、団体として独立した経
理を行っていること。

・次のいずれにも該当しないこと。
○宗教活動や政治活動を目的とする団体
○特定の公職者（候補者を含む）又は政党を推薦・支持・
　反対することを目的とする団体
○暴力団又は暴力団員の統制下にある団体
■応募期間　平成 18 年 8 月 31 日（木）午後 5 時まで
　　　　　　（郵送の場合、当日消印有効）
■応募方法
　応募書類を応募先まで郵送又は持参してください。
※ファックスや電子メールでの応募は受け付けません。
※ 8 月 31 日（木）を過ぎてから郵送又は持参された書類
　は受付けませんので予めご注意ください。
※様式については市ホームページ http://www.city.shibushi.lg.jp/
　よりダウンロードしていただくか、下記にお問い合わせくだ
　さい。
■応募・問い合わせ先
　志布志市役所　企画部　企画政策課　地域政策係
　〒 899-7492　志布志市有明町野井倉 1756
　　　　　　　   ℡ 474-1111（内線 254）



31　市報しぶし■ 2006.8

災害にあったときの税
　地震、火災、風水害などの災害により住宅や家財などに
損害を受けられた方には、次のとおり、納税の期限を延長
したり、税負担を軽減する方法があります。
　また、災害の復旧資金の融資を受けるための納税証明書
は無料で発行しております。詳しくお知りになりたい方は、
最寄の税務署や税務相談室にお気軽にお尋ねください。
■申告などの期限の延長
　災害などの理由により、期限までに申告や納付ができな
いときは、税務署長に期限の延長を申請し、承認を受ける
ことにより、その理由のやんだ日から 2 か月以内の範囲
で期限を延長することができます。
■納税の猶予
　災害により損害を受けたため税金を納期限までに納める

ことができない方は、前述の納期限の延長のほかに、一定
の要件の下で納税の猶予を受けられる場合があります（災
害のやんだ日から 2 か月以内に申請することが必要です）。
■所得税の軽減・免除
　災害によって、住宅や家財などに損害を受けたときは、
一定用件の下、確定申告で①「所得税法」に定める雑損控
除による方法　②「災害減免法」に定める税金の軽減免除
による方法のいずれか有利な方法を選ぶことによって、所
得税の全部または一部を軽減することができます。

	問い合わせ先
　大隅税務署　　　　℡ 099-482-0007
　鹿児島税務相談室　℡ 099-255-8118	

安心・確実・便利な口座振替のご利用について
　納期までに確実に固定資産税等の税金や水道料等を納め
ることができる口座振替をぜひご利用ください。
　口座振替にすると、納期に合せて金融機関から自動的に
引き落としされます。
■メリット

・金融機関に納めに行く手間が省けます。
・うっかり納め忘れることがありません。
・翌年（次回）からも自動的に継続されるため再手続きは
不要です。
※振替日の前には口座残高をご確認ください。
■ご利用できる金融機関
○農業協同組合（鹿児島県内）○鹿児島銀行○南日本銀行
○鹿児島相互信用金庫○鹿児島信用金庫○鹿児島県信用組合
○九州労働金庫○宮崎銀行○郵便局
■申込方法
　上記の金融機関に申込書がありますので、必要事項を記
入・押印し、口座開設している金融機関へ提出してくださ
い。（お申込みいただいてから、手続きに２か月程度かか
ります。）
　詳しいことについては、右に紹介しています志布志市役
所市民部税務課収納管理係までお問い合わせください。

「税を考える週間」に伴う標語募集のお知らせ
　11 月 11 日～ 17 日までの間「税を考える週間」が行わ
れますが、「税」について身近なものとして考え、理解を
深めていただくために「税」に関する標語を募集します。
この機会に、「税」について考えてみてください。
■募集作品　「税」に関する標語
■応募資格　志布志市内に住所を有する者（中学生以下は
学校にて募集）
■応募方法　官製はがきに標語１作品、住所、氏名、年齢、
電話番号を記入の上郵送にてご応募ください。（一人１点
までとします。）
　個人情報については目的以外には使用しません。
■応募期間　9 月 8 日（金）まで
■その他　　
　市長賞ほか各賞数点用意しております。入賞者について
は、直接文書にて本人に通知し、展示及び広報紙に掲載し
ます。
　志布志市ホームページにも掲載してあります。

	問い合わせ・応募先
　〒 899-7492
　志布志市有明町野井倉１７５６番地
　　志布志市役所　市民部　税務課　収納管理係
　　℡ 474-1111（内 147、148　）

　「成人式」について、新成人の皆さんを対象にアンケートを行った結果、
生まれ育った地域で式を行いたいという多数のご意見により、旧町ごと
に開催することとなりました。
　詳しくは下記のとおりです。
■対象者　昭和 61 年 4 月 2 日～昭和 62 年 4 月 1 日までに生まれた人
■日時・会場・問い合わせ先
　・松山地区　平成 19 年１月 1 日（月）午前中　松山やっちくふれあいセンター
　　松山教育支所教育課　　℡ 487-2111（内線 262）
   ・志布志地区　平成 19 年 1 月 5 日（金）午前中　市文化会館
　　教育委員会生涯学習課　℡ 472-1111（内線 253）
　・有明地区　平成 19 年１月 3 日（水）午前中　有明農村環境改善センター
　　有明教育支所教育課　　℡ 474-1111（内線 357）
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志布志警察署の管轄区域が変ります
10 月 1 日から志布志警察署の管轄区域が変り、旧松山町の区域が、志布志警察署の管轄になります。

様々な手続等を行う警察署が下記のとおり変更になりますのでご確認をお願いします。

■各種認可、車庫証明、道路使用許可、古物、風
　俗営業許可、銃砲刀剣所持等に関すること

・10 月１日以降の新規申請等については、新管
　轄の警察署で手続きをしてください。

・変更日（10 月 1 日）の間際に申請された方は、
　交付の警察署が異なる場合もありますので、申
　請時に窓口で確認してください。

・旧管轄の警察署から交付されている書類等につ
　いては、管轄区域変更後も有効ですので、手続
　きの必要はありません。
■相談要望等に関すること

・10 月 1 日以降は、新管轄の警察署にご相談く
　ださい。

・継続中の相談については、新警察署が引き継い
　で担当することとなります。
■事件・事故の届出に関すること

・10 月 1 日以降に発生した事件、事故の対応は
　新管轄の警察署が担当いたします。

・緊急の事件、事故等の場合 110 番をしてください。

志布志警察署の新管轄区域

講習区分 期　日 志布志市（旧松山町を除く） 旧松山町 大崎町

優良・一般

違反・初回

9 月 30 日まで 志布志署または教育センター 大隅署または
教育センター

志布志署または
教育センター

10 月 1 日以降 志布志署または教育センター

　※優良運転者は、鹿児島市内三警察署を除く県内の全ての警察署で申請できます。

・9 月 30 日以前に申請された方は、申請した警察署での講習、免許証の交付となります。

■運転免許の更新に関すること
・更新窓口（詳細は、更新連絡書を確認してください）

詳しくは志布志警察署（℡ 472-0110）までお問い合わせください
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【今月の行政相談】　8 月 17 日（木）　午後 1 時～午後 4 時  志布志支所 1 階会議室 夜間に病気や怪我で困ったときは曽於郡医師会夜間急病センター (Tel 099-482-5899) 曽於市大隅町月野 894 番地 ( 曽於郡医師会立病院内 )
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犬・ねこは正しく飼いましょう

■犬やねこは愛情と責任をもって飼いましょう。
■犬の場合は生涯 1 回の登録、年 1 回の狂犬病予防注射
　を必ず実施しましょう。
■飼えなくなった場合は、新しい飼い主を探しましょう。
　なお、平成 18 年 10 月 1 日から県での引取は下記のと
　おり有料となります。
　　犬　　1 頭 2,000 円（91 日齢未満 400 円）
　　ねこ　1 頭 1,000 円（91 日齢未満 200 円）
■問い合わせ　志布志保健所　℡ 472-1021
みんなで考えよう志布志市の環境を！！
～美しい川や海を守るために～
■農村下水道に加入しよう！！
　農村の水をめぐる環境は悪化しています。暮らしが近代
化するにつれ家庭から出る雑排水が大幅に増加し、自然の
力では浄化することができなくなり、用水路や小川が汚染
され農作物に被害を与えたり、悪臭を発し農村の環境を侵
し始めています。
　かつての美しく澄んで小魚が住み、子供たちがその中で
遊ぶことができ、農業用、家庭用として利用することがで
きた水環境に戻すためにも野井倉地区・通山地区・蓬原地
区・松山地区の農村下水道に加入しましょう。
　なお接続に関する質問などは、志布志市役所環境政策課
までお気軽にお問い合わせください。
 問い合わせ先　志布志市役所環境政策課　環境整備係
　℡ 474-1111（内線 135・136 下村・横峯）

農業用廃プラスチック類の回収を行います
野焼き・不法投棄は法律で禁止されています

　ビニールハウスやマルチシート等の農業用廃プラスチッ
ク類の一斉合同回収を実施します。農業用廃プラスチック
類は「産業廃棄物」となり、廃棄については農家の責任で
処理するように義務付けられています。
■日時
　松山地区　8 月 21 日 9:00 ～ 12:00・13:00 ～ 15:00
　志布志・有明地区　
　　　　　　8 月 23 日 9:00 ～ 12:00・13:00 ～ 15:00
　※雨天時は順延します。
■場所

（17 年度と同じ場所です。分からない時はお尋ねください）
　松山地区　　そお鹿児島農協選果場
　志布志地区　志布志町農業公社
　有明地区　　あおぞら農協野神 FA 茶工場
■問い合わせ先
 松山町農業用廃ビニール処理対策協議会
　℡ 487-8013（JA そお鹿児島農協松山支所営農センター）
　℡ 487-2111（市役所松山支所産業振興課　内線 235）
 志布志町農業用廃プラスチック類適正処理推進協議会
　℡ 472-1361（JA そお鹿児島農協志布志支所営農センター）
　℡ 472-1111（市役所志布志支所産業振興課　内線 451）
有明町農業用廃プラスチック類適正処理対策協議会
　℡ 474-1111（志布志市役所農政課　内線 422・423）

8月

9月

 13日 藤後クリニック(内科) Tel 472-1237
 　 みやじクリニック(内科、放、呼、胃) Tel 471-5000
20日 井手小児科(小児科) Tel 473-3211
 　 大山病院(内科) Tel 472-1400
27日 陽春堂内科診療所（内科） Tel 472-5511
 山下クリニック(内、外科、整、脳) Tel 487-9001
３日 山口内科（内科） Tel 473-1188
 砂原医院（内、外科、小児） Tel 474-0020
10日 はまさき耳鼻咽喉科(耳鼻咽喉科) Tel 473-3387
 藤後クリニック（内科） Tel 472-1237
17日 陽春堂内科診療所（内科） Tel 472-5511
 山下クリニック(内、外科、整、脳) Tel 487-9001
18日 手塚クリニック（内科、外科） Tel 472-5565
 ひろた小児科（小児科） Tel 471-6111

8月・9月 休日在宅医診療

※都城市・北諸県郡管内の休日の救急診療機

関は、電話でのテープ案内（℡0986-23-5555）

を行っていますのでご活用ください。

松山地区　 8 月　佐藤建設　　　℡ 487-2049
 9 月　濱田建設　　　℡ 487-2288
志布志地区
8 月 16 日～ 8 月 18 日 崎田建設　　 ℡ 473-0050
8 月 19 日～ 8 月 21 日 九電工　　 ℡ 472-0112
8 月 22 日～ 8 月 28 日 山本組　　 ℡ 472-1101
8 月 29 日～ 9 月 ４ 日 宮崎水道　　 ℡ 472-1080
9 月 ５ 日～ 9 月 11 日 高吉組　　 ℡ 472-0721
9 月 12 日～ 9 月 18 日 崎田建設　　 ℡ 473-0050
有明地区
　　8 月　郡山工業　　　℡ 475-0008　有線 2691
　　9 月　西江建設　　　℡ 474-2113　有線 5703
お盆期間中の水道修繕当番店
　8 月 13 日 加世田建設 ( 松山地区 )　　 ℡ 487-2057
 志布志水道 ( 志布志地区 ) ℡ 472-3540
 有明水道土木 ( 有明地区 ) ℡ 475-0635
　8 月 14 日 佐藤建設 ( 松山地区 ) ℡ 487-2049
 山本組 ( 志布志地区 ) ℡ 472-1101
 郡山工業 ( 有明地区 ) ℡ 475-0008
　8 月 15 日 濱田建設 ( 松山地区 ) ℡ 487-2288
 高吉組 ( 志布志地区 ) ℡ 472-0721
 西江建設 ( 有明地区 ) ℡ 474-2113

水道修繕当番店

訪問介護員養成研修 2級課程
受講者募集のご案内

　高齢化の進展に伴い多様化する介護ニーズに対応してい
くため、訪問介護員（ヘルパー）として必要な知識と技能
を習得することにより、訪問介護員 2 級資格者を養成す
ることを目的としています。
■受講対象者　60 歳代前半層を中心とする高齢者の方で、
　　　　　　　今後介護の仕事を希望される方
■募集人員　20 人（応募者多数の場合は抽選になります）
■受講料及びテキスト代　無料
■講習時間　130 時間（22 日間、うち施設実習 5 日間含む）
■実施場所　志布志市シルバー人材センター
■募集締切　8 月 31 日（水）
※日程などにつきましては下記にお問い合わせください
	問い合わせ・申込先
　（社）志布志市シルバー人材センター　℡ 474-2500
　（社）鹿児島県シルバー人材センター連合会
　　　℡ 099-260-5402　Fax099-206-5410
　　　URL=http://www.sjc.ne.jp/kashiren
7 月 5 日の集中豪雨による通行止め区間のお知らせ
　先の集中豪雨で市道樽野～大越線

（志布志町内之倉）の一部が当分の間
通行できませんのでお知らせします。
■問い合わせ先
　志布志支所建設課 ℡ 472-1111（内線 417）
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警察相談　かけて安心　＃９１１０
～ 9月 11 日は「警察相談の日」です～

　警察ではストーカー被害や配偶者からの暴力問題、いじ
めや非行など少年に関する問題、悪質商法など日常生活の
安全を害する問題、犯罪等による被害の未然防止に関する
相談や、その他県民の安全と平穏についての相談に応じて
います。
　相談したいことがありましたら、いつでも遠慮なく相談
してください。秘密は厳守されますので、安心して相談が
できます。
■警察本部の警察総合相談室の電話（24 時間受付）
　　「#9110」または「099-254-9110」
■電子メールアドレス　police@po.pref.kagoshima.jp

（回答を希望される方は、必ず住所、氏名、電話番号を記入）
■警察署・交番・駐在所でも相談に応じています。
　緊急の事件・事故は 110 番、それ以外の相談・問い合
わせは「#9110」または最寄の警察署等にご連絡ください。

ピア・カウンセリングのご案内

　志布志市では高校生を対象に、ピア・カウンセリング（同
じ背景を持つ人同士が、対等な立場で時間を対等に分け
合って、話しを聞き合うこと）を実施します。この機会に
自分を見つめなおしたり、仲間同士でいろいろな話をして、
生と性について一緒に学びませんか。
■ビアカウンセリング日程
日程　8 月 29 日（火）・30 日（水）
場所　志布志市文化会館
内容　大学生とのグループワーク・カウンセリングなど
準備するもの　昼食代（500 円程度）筆記用具など
 申し込み先　志布志市役所　保健課（大口）
　　　　　　　　　　　　　℡ 474-1111（内 167）

■
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三種混合（13:30～14:00受付 宇都鼻研修センター）
有明地区秋季畜産品評会(有明家畜指導センター)

2歳児・5歳児歯科検診(13:00～13:30受付 やっちくふれあいセンター)

乳児健診/BCG予防接種(13:00～13:30受付 健康ふれあいプラザ)

志布志地区秋季畜産品評会（志布志家畜指導センター）

松山地区秋季畜産品評会（松山家畜指導センター）

第3回男女共同参画推進セミナー(19:00～21:00 有明別館2階会議室)

両親学級(9:30～9:40受付 子育て支援センター)

30

8/15

31

16
生産者球技大会（松山城山総合公園 8:30～）
心配ごと相談(10:00～15:00 志布志市老人福祉センター)
心配ごと相談（10：00～15:00 健康ふれあいプラザ)
移動年金相談(10:00～15:00 志布志支所1階会議室)
巡回健診（18日まで 7:30～9:00受付 健康ふれあいプラザ※1）
母子手帳交付（9:00～12:00 松山支所福祉課窓口）
三種混合（13:00～13:30受付 やっちくふれあいセンター）
母子手帳交付（13:30～16:00 本庁保健課窓口） 9/1

17 肺がん検診(有明地区※2)
乳児健診/BCG予防接種(13:00～13:30受付 やっちくふれあいセンター)
育児学級(13:00～13:30受付 やっちくふれあいセンター) 2

18 肺がん検診(有明地区※2)
三種混合（13:30～14:00受付 アピア2Fホール） 3

19

(水)

(火)

巡回健診（～8日まで 7:30～9:00受付 健康ふれあいプラザ※1）

小学校・中学校　始業式

心配ごと相談所(10:00～15:00 健康ふれあいプラザ)

4

(木)

5

(金)

1歳児歯科相談/育児相談(13:30～15:00受付 やっちくふれあいセンター)

心配ごと・行政相談(10:00～15:00 志布志市老人福祉センター)
心配ごと相談所（10:00～15:00 市民センター）

母子手帳交付(13:30～16:00 本庁保健課窓口)
母子手帳交付(9:00～12:00 松山支所福祉課窓口)

6

(土)

7

(日)

8

(月)

9

(火)

10

11

12 1歳児歯科相談（9:30～9:45受付 宇都鼻研修センター）

心配ごと相談所(10:00～15:00 健康ふれあいプラザ)

育児相談（10:30～12:00 宇都鼻研修センター）

5歳児歯科健診(13:00～13:30受付 健康ふれあいプラザ)
13

20

21

肺がん検診(有明地区※2)

小学校・中学校　登校日
心配ごと相談所（10:00～15:00 市民センター）
廃プラ・廃ビニール回収（松山地区33頁参照）

志布志市サタディナイター陸上（18：00～20：00 松山城山総合公園陸上競技場）

清掃センターは8月14日から8月16日は休みになります

22 巡回健診（7:30～9:00受付 山重小学校※1）
2歳児歯科検診（13:00～13:30受付 健康ふれあいプラザ）

23 廃プラ・廃ビニール回収（志布志地区・有明地区 33頁参照）
心配ごと相談所（10:00～15:00 健康ふれあいプラザ）
巡回健診（7:30～9:00受付 野神小学校※1）
母子手帳交付（9:00～12:00 松山支所福祉課窓口）
三種混合（13:30～14:00受付 アピア2Fホール）
水稲航空防除(25日まで 松山地区)
巡回健診（7:30～9:00受付 有明改善センター※1）
ぴんぴん教室（9:00～ やっちくふれあいセンター）
乳児健診/BCG予防接種（13:00～13:30受付 宇都鼻研修センター）

巡回健診（9月1日まで 7:30～9:00受付 健康ふれあいプラザ※1）
育児学級（9:30～9:45受付 宇都鼻研修センター）
育児相談（10:30～12:00 宇都鼻研修センター）

第1回志布志市ボランティアまつり(9:00～12:00 やっちくふれあいセンター)

巡回健診（7:30～9:00受付 有明改善センター※1）
育児学級（9:30～10:00受付 健康ふれあいプラザ）
育児相談(10:30～12:00 健康ふれあいプラザ)
三種混合（13:30～14:00受付 有明改善センター）

24

(日)

25

26

27

28

日曜当番医・水道当番店は33ページに掲載しています

(水)

(木)

(金)

(土)

(日)

(月)

(火)

(水)

(火)

(水)

(木)

(金)

(土)

(日)

(月)

(火)

(水)

(木)

(金)

(土)

(日)

(月)

※    志布志支所での母子手帳交付は毎週月曜日の午前中に福祉課窓口
　    で行います。
※1 巡回健診は「基本健診、胃がん健診、超音波検診」になります。
※2 場所・時間の詳細は対象者に配布される受診票をごらんになるか、
        保健対策係にお問い合わせください。

　
　
　

編
集
後
記

▼
合
併
し
て
初
め
て
の
志
布
志
み
な
と
ま

つ
り
は
大
成
功
に
終
わ
り
ま
し
た
が
、
例

年
の
よ
う
に
ゴ
ミ
が
散
乱
し
て
い
ま
し
た
。

今
年
は
初
め
て
の
取
組
み
と
し
て
祭
り
当

日
、
会
場
の
一
角
で
市
役
所
職
員
を
中
心

に
ゴ
ミ
の
分
別
指
導
を
行
い
ま
し
た
。
そ

の
か
い
あ
っ
て
例
年
よ
り
ゴ
ミ
の
量
は
若

干
減
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、

翌
日
に
は
海
の
日
に
み
ん
な
の
町
を
き
れ

い
に
し
よ
う
作
戦
と
い
う
こ
と
で
、
祭
り

会
場
周
辺
の
ほ
か
、押
切
海
岸
、ダ
グ
リ
岬
、

運
動
公
園
な
ど
多
く
の
市
民
の
皆
様
に
参

加
し
て
い
た
だ
き
ゴ
ミ
拾
い
と
分
別
に
汗

を
流
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
み
ゼ
ロ

の
ま
ち
を
目
指
し
て
市
民
の
皆
様
の
智
恵

と
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。　
　
　
（
と
）

　
　
　

行
事
予
定

げ
ん
き
市
（
昭
和
通
付
近
）

　

毎
週
土
・
日
曜
日
（
９
時
～
15
時
）

花
野
果
市
（
田
之
浦
ふ
る
さ
と
交
流
館
）

　

８
月
27
日
（
９
時
～
12
時
）

や
っ
ち
く
ふ
れ
あ
い
市
（
道
の
駅
松
山
）

　

８
月
27
日
、９
月
10
日
（
10
時
～
12
時
）

戌
の
市
（
宝
満
寺
）

　

８
月
13
日
、
25
日
、
９
月
６
日

駅
通
り
会
土
曜
朝
市
（
ア
ピ
ア
前
駐
車
場
）

　

毎
月
第
１
、第
３
土
曜
日
（
７
時
～
11
時
）

巡
回
交
通
事
故
相
談
所（
県
大
隅
合
同
庁
舎
）

　

９
月
13
日
（
９
時
30
分
～
15
時
30
分
）

法
律
相
談
（
本
庁
３
階
会
議
室
）

　

９
月
５
日
（
13
時
～
15
時
）

じ
ぞ
さ
あ
ま
つ
い（
旧
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
し
ぶ
し
駐
車
場
）

　

９
月
26
日
（
18
時
～
20
時
）

編集・発行　志布志市役所総務課　〒 899-7492　鹿児島県志布志市有明町野井倉 1756 番地
℡ 099-474-1111　Fax 099-474-2281　E-mail=info@city.shibushi.lg.jp　URL=http://www.city.shibushi.lg.jp

ニ
ュ
ー
ス
・
ご
意
見
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
E-m
ail	info@

city.shibushi.lg.jp
ま
で
ご
一
報
く
だ
さ
い

◎
こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。


